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全世界 に出て行って
一 マル コ16：15一

大管 長 ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル

予言者ジ ョセフ 三ス ミスへの啓示の中で主は次のように言

われた。 「而 して汝 らもし生涯今の世の人々に向いて悔改め

を叫ぶことに力を尽 し，唯一人の人たりともわれに導かば，

わが御父の国において，彼 と共に汝 らの悦びは如何ばか りそ

や。」(教義 と聖約18：15)

もしひとりの改宗者もいなければ，教会は衰退 しやがて消

え失せてしまうことは確かである。伝道を行なう最大の理由

は，福音を聞きまた受け入れる機会を世の人々に与えること

であろう。聖典は福音を宣べ伝えることについての命令 とそ

れに伴う約束，召 しとそれを果たしたときに受ける報いで満

ち満ちている。私はこの 「命令」 といつ言葉を意識的に用い

た。なぜな らこの言葉は，いかなる人 といえども逃れられな

い断定的な指令といった意味をはらんでいるように思えるか

らである。

私はあなたがたに尋ねたい。十二使徒を伴 ってオリブ山の

頂に登り次にあげる言葉を述べ られた主は，一体何を意図し

てお られたのであろうか。 「……エルサルム，ユダヤとサマ

リヤの全土，さらに地のはてまで，わたしの証人 となるであ

ろう。」(使 徒1：8)こ れほ主が天のみ国に帰 る前に語 られ

た最後の言葉である。

「地のはてまで」とはどういう意味だろうゐ)。そのときイ

エ・スは，使徒たちが知っていた地方はすでに踏破 しておられ

た。これはユダヤの人 々を指すのだろうか。それともサマ リヤ

の人々であろうか。はたまた近東の人々のことだろうか。「地

のはて」とはどこなのだろう。現在のアメリカの人 々のこと

だろうか。ギ リシャ，イタリアなど地中海沿岸の国々や中央

ヨーロッパに住む多 くの人 々のことは含まれていたのだろう

か。主は何を考えておられたのだろう。それとも全世界に住

むあらゆる人々・，またその後何世紀にもわたってこの地上に

一来 るよう定められた人すべてを指しているのだろうか。これ

まで私たちは， この主の言葉，またその意味するところを過

小評価 してきたのではないだろうか。福音を必要としている

人が40億 いる中で改宗者が10万 という現状に，私たちは満足

できるだろうか。』

十字架にかか られた後，救い主はガリラヤの山に集まった

11人 の使徒たちに現われ，次のように言われた。 ・「わたしは

・…いっさいの権威を授けられた。それゆえに，あなだがた

は行ってすべての国民を弟子 として，父と子と聖霊との名に

よって，彼 らにバプテスマを施 し，あなたがたに命 じておい

たいっさいのことを守 るように教えよ。見よ，わたしは世の終

aま で，いつ もあなたがたと共にいるのである。」(マ タイ28

：18-20)

1830年 にパーレー ・P・ プラット，オ リバー ・カウ ドリ，

ピーター ・ホイットマー，ザイバ ・ピータ←ソソをレーマソ

大管長会 メッセー ジ

人 の もとに派遣 す るにあた って主 は，次 の ように言 われた。

「さらば，われ自 らも共 に行 きて彼 らの真中 に在 らん。われ

は父 に彼 らを擁護す れば，何 もの も彼 らに打 ち勝つ ものなか

らん。」(教 義 と聖 約32：3)主 は この とき， 当時の世界のす

べ ての民 を指 して言 われたのだろ うか。

また このよ うに も言 われた。 「……見 よ，わ た しは世の終

りまで，いつ もあなたがた と共 にい るのであ る。」(マ タイ28

：20)こ の言 葉は，世の終 りまで に設 立 され る国家 に属す る

す べての民 を指すのだろ うか。 また彼 らに進み行 くように命

じられ た とき，主 は この業 の成就 に確 信を抱いて お られなか

ったのだ ろうか。いや，主 は私た ちを元 気づ けて おられ る6

主 は権威 あ る方 で， こう言 われた。 「わた しは，天 において

も地 において も，い っさいの権威 を授 け られた。・…・`わたし

は……いつ もあなたがた と共 にい るので ある。」

マル コもまた復活 後の出来事 について記 してい る。・イエス

は復活 を 信 じない 人 を とがめ られ， さ らにこう言われた。

「全世界 に出て行 って，すべての造 られた ものに福音を宣 べ

伝 えよ。」(マル コ16：15)こ れ は昇天 の直前 の言葉で あった。L

主 はエジプ トやギ リシ ャ，パ レスチナ のことを言われ たのだ

ろ うか。紀元33年 の世界 の ことだ ろうか， それ とも1970年 ，

1980年 ，1990年 の 世の中の ことだろうか。 この 「全世界」 と

い う言葉 は どこまでを含 むのだ ろう。 また 「すべて の造 られ

た者」 とは一体何 だ ろう。

ル カは こう記録 してい る。 「そ して， その名 によって罪 の

許 しを得 させ る悔改 あが，エルサ レムか らは じまって， もろ

もろの国民 に宣 べ伝え られ る。」(ル カ24：47)同 じ，主 の最

後の命令で ある。確か にこれ らの言葉 の中には重大 な意味が

隠 されてい る。教えを必要 として いるのは全世界 の人 々で あ

り，福音 は全 人類に行 き渡 らな けれ ばな らないのである。

思い起 こす に，モ ーセが見 た世界 は大 きなもので あった。

「……モ ーセ この世 と， この世 の極 と，創 らるるす べての人

の子 らと嘗て創 られ しすべて の人 の子 らとを見 て……」'(モ

ーセ1：8)こ う してみ ると，主が 当時人間 の住 む範 囲を御

存知で あったと しか言 いよ うが ない。主 は人が この世 に満 ち

ることをすで に知 って お られ たので ある。

主 はモ ーセ にさ らに多 くのものをお見せ にな った。モーセ

はそのみ言葉 と栄光 の偉大 さに驚嘆す るばか りであ った。

「その声い まだ耳 にある中に， モ'一セその 目を放 ちて この世

を見 たり。す なわ ちこの世 にあるす べての ものを見 た り。彼

の見 ざり しもの塵一つ なか りき。彼 はそれを神 の 『みたま』'

にて見極 めたるな り。

・・… その数 はい と多 くして実 に浜 の砂 の数 え切 れぬ如 く多

か りき。

モ ーセまた多 くの土地 を見 た り。その一つ一 つは陸 と呼 ば

れ， その陸 の面 にはそこに住む人 々あ りき。」(モ ーセ1：27

-29)

ま たエ ノクも神が創 られ た数 々の霊 を見 た。(モ ーセ6：

36)こ れ らの予言 者 は数限 りない霊 をは じめ，神が創造 され

たあ らゆ るものを見 た。 これ らの ことを考 え合わせ ると，主
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「全世界 に出て行 って……」

は 「全世界」 や.「全地」 ， 「地 のはて」， 「あ らゆ る国語の

民」 ， 「あ らゆる国民」 ， 「すべての人」， 「多 くの国 々」

とい う言葉 を慎 重に選 んで使 ってお られ ることがわか る。

だか らこそ これ らの言 葉は重要な意味を持つので ある。

確 かに主の羊 は，イス ラエ・ルで主を取 り巻い た数千の人や

毎 日接 した人 だけではない。.全世界の民族の ことで ある。 こ

れは全世界 の人 々に向けて与え られた命令なので ある。

私た ちは今 ，自分にで きるすべての ことを して いるだろ う

か。私た ちは全世界 に教えを宣べ伝え よ うと して いるが，現

状 に満足 してはいないだ ろうか。私 たちは伝道 を開始 してか

らもう144年 経 つ。歩みを早 めるための準備 はで きて いるだ

ろうか。 もっと大 きな ビジ ョソを もって進む備 えがで きて い

るだ ろうか。

神が私た ちと目的を同 じくされ る方 である ことを思 い起 こ

そ うではないか。神 は命令者で ある。計画 を立 て られ命令 を

与え られた のは神で ある。今 まで何度 も何度 も引用 された二

・一フ ァイ の言葉を思い 出 してみ よ う。 「そ こで私 ニーフ ァイ

は，私の父 に 『私は主が命 じた もうことを行 って行 う。私 は，

主が命 じた もうことには，人が それを為 しとげ るために前以

てある方法が備 えてあ り，それでな くては，主 は何 の命令 も

人 に下 したまわ ない ことを承知 してい るか らであ る』 と言 っ

た。」(1ニ ーフ ァイ3：7)私 は この聖 句を読む たび に， ま

だ伝道 を始 めていない国々の ことを思 う。障害が あることは

わか ってい る。困難 であ ることもわか ってい る。なぜな らあ

る程度努力 は してみ たか らであ る。確 かに主 は この命令 を与

え られ た とき， どのよ うにす るかを知 ってお られた。だか ら

私 たちはニーフ ァイのよ うに こう言 うことがで きる。 「私が

一心 に志す と ころは
，す べての人 がアブ ラハ ムの神，イサ ク

の神， ヤ コブの神 の ところへ来 て救 われ ることを，かれ らに

説 いて信 じさせ ることであ る。」(1ニ ー ファイ6：4)

私 は教会歴史 を読 むたびに，当時伝 道のため に世 に出て行

った兄弟 たちの大胆 な行動 に驚 きの 目を見張 る。彼 らは道を

見 いだ していたのではないだ ろうか。迫害 と苦難の中 にあっ

て も彼 らは進 み行 き，明 らかにたわみかか った，また閉 ざさ

れたままにな っていた戸を押 し開いてい ったのだ った。 この

恐 れを知 らない人 々は，まだ教会が完全 に組織 され る以前 に，

教会本部 にほ ど近 いイソデ ィア ソの居留地で福音を教えてい

た。また1837年 ，イギ リスでサ タソ と戦 った十二使徒 たちは，

続 いて1844年 に はタ ヒチ，1851年 にオ ース トラ リア，1853年

は アイスラソ ド，イタ リアは1850年 ， そ して同 じ1850年 に は

スイス， ドイ ッ， トソガ， トル コ， メキ シコ， 日本， チ ェコ

ス ロバキア，中国，サモ ア，ニュージ ーラソ ド，南 アメ リカ，

フラソス，ハ ワイ と，その業を押 し広 めて行 ったので ある。

しか しこの発展 の様子 を見 ていぶか し く思 うの は，伝道が進

んでい るのは数 力国で，その近 隣の多 くの国で は全 く発展 を

見ていない とい うことで ある。 しか もこの初期 の伝道 の多 く

は，指導者 た ちが ロッキー山脈を越え，作笏 を育て，家 を建

築 している際中に行 なわれた ものであ った。信 仰， まさに超

木的な信 仰で あ登6.述1
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さてここで話をもう少 し発展 させよう。これは必要なこと

であり，かつ可能なことだと思 う。主の言葉をもう一度引用

してみよう。 「わたしは，天においても地においても，いっ

さいの権威を授けられた。」(マ タイ28：18)

主は トーマス ・B・ マーシュ，ジ ョセブ，シ ドニー，そし

てハイラムに 「王国の鍵」を 「保 ち」， 「王国の門を開 く」

ように言われた。(教 義 と聖約112：16，17)

そしてこの勇敢な指導者たちに下った命はこうである。r…
・されば，如何なる所にても汝わが名を宣ぶる所には，人々

のわが言を受け入れんため汝に有効なる門戸開かるべ し。」

(教義 と聖約112：19)

兄弟たち，私は，とにか く私たちの能力でできる限りのこ

とを行なったな らば，主は門戸を開 く方法を示 して下 さると

思う。これは私の信仰である。

しか し私たちに入る準備ができていないのに主が門を開け

て下 さるとは思えない。

私はこの門戸を開 くたあに使徒たちを助ける人が出て来る

と思う。有能で信頼のおける政治家が。 しか しそれは，私た

ちの準備が整ったときである。

今日私たちの教会には1万7，500名 の宣教師がいる。この

数は増やせる。はるかに多 く。1973年 には8，900名 が伝道本

部を出て行った。 、

確かにジ ョソ ・テイラーがこう語っていたと思 う。 「私た

ちが義務を果 していたならば救い得たと思われる人々に関 し

て，主は私たちにその責任を問われるであろう。」

私が求める宣教師は二流の宣教師ではない。また精神的に

欠陥のある宣教師でもなければ，証のない宣教師で もない。

ましてや不道徳な宣教師であるはずがない。私たちが願 うの

は，全世界のあらゆるワー ド部，支部で，優秀な宣教師を出

すための訓練をもっと若いときか ら始めていただきたいとい

うことで…ある。もうひとつのチャレソジは，若人に伝道に出

ることが偉大な特権であり，そのためには肉体的にも精神的

にも霊的にも健全でなければな らず，また 「主なるわれは罪

を見ていささかもこれを許すを得ざればな り」 ということを

理解させ ることである。(教 義と聖約1：31)

また家庭や教会の組織でよく訓練を受け，十分に教義を理

解 し，燃えるような熱意を抱いて伝道に出て もらいたい。面

接 もさらに十分にしていただきたい。細部にわたり，相手の

気持をよ く考えた，理解あふれる面接を してほしい・ しかし

何にも増 してお願いしたいのは，宣教師になろうとす る人 々

をもっと若いときか ら，長い時間，十分に訓練 していただき

たいということである。そうすれば彼 らは残 らず，大 きな喜

びをもって召される日を待ち望むようになるであろう。

別に私が どうこうしたということではないが，私が十二使

徒評議員会の一員に加わった1943年 の会員数：が100万 足 らず

だったのに比べ，現在その数は335万3，000名 にものぼってい

る。当時ステーキ部数が146， 伝道部数が40で あったのが，

今ではそれぞれ663，107と なっている。1943年 の93万7，000

名から1953年 は111万6，000名 ，そして1973年 には330万 名



に達 した ので ある。 これ は1943年 か ら1959年 ま での伸びが約

19パ ーセ ソ トで あるのに比べ，1959年 か1ら1974年 ま での伸び

が196パ ーセ ソ トで ある ことを表 わ してい る。 これは驚 くべ

き発展で ある。

次 の ごとは皆 さん も興味を持 たれ るので はないだろ うか。

すなわち先 週現在(3月30日)で 宣教師数 は1万7，564名 で

あ るが，その中で英 語で福音を教えてい る人 は9，560名 で全

体 の約55パ ーセソ トを 占めてお り，合衆国， カナダ， イギ リ

ス，：オース トラ リア， ニュージ ーラソ ド， フ ィリピソで伝道

している。残 りの約8，000名 は言語訓練セ ソターで言葉 を学

ぶ。 この45パ ーセソ トの人 々は3つ の訓練校で訓練 を受 けて

いるが，17パ ーセソ トにあた る3，000名 が スペ イソ語 ，1，000

名 が ドイッ語 ，同 じく1，000名 が 日本語，400名 が フラソス

語，600名 が ポル トガル語 ，その他 デ ソマー ク語， フ ィソラ

ソ ド語，オ ラソダ語 ， ノル ウェー語 ，，ス ウェーデ ソ語，中国

語，イ タ リア語，朝鮮語 ，タイ語 ，サモァ語，ア フ リカ語，

ナバホ語 などが あげ られ る。

ここで ある統計家 の興味 ある話 を紹介 しよ う。それによ る

と組元33年 ，救い主が 「あ らゆる民族 ，血族 ，国語 ，国民」

と言 われた ≧き，地球上 にい た人 々の数 は，約2.5億 人 であ

ったろ うとい うことで ある。

と ころがそれか ら1，800年 後 ，ジ ョセ フ ・ス ミスが世 に伝

道 を始 め るよ うに命 じられた ときの人 口は，彼 の調査 によれ

ば約10億 人 ，キ リス トの時代 の約4倍 であ った。 そ して ，全

世界 に福音 を宣べ伝え よ とい う命令 を再確 認 した現在， その

数 は約35億 人 とな っている。

若 い人 は皆伝道 に出るべ きですか， とい う質問を よ く耳 に

す る。主 はそれ に答 えて お られ る。 「然 り」 若人 はすべて伝

道 に出 るべ きで ある。主 は言 われた。 「わが教会 の長 老た ち

を遙か に離れ た.る諸 々の国民 に遣 わ して……万 国の民 を訪わ

しめ， まず異邦人を訪 い次 にユダヤ人 に至 らしめよ。」(教 義

と聖 約133：8)主 は制限 は設 け られ なか った。

私 た ちは確 か に全 員が伝道 に出 るべ きで あるが ，必 ず しも

すべての人 が海外 に出て福音を宣べ伝え る備 えができ ている

わけではない とい うことを知 って いる。宣教師 と して召 され

る年齢 に達 していなが らまだ準 備ので きてい ない若者 の数 は

非常 に多 い。 もちろん彼 らを伝道 に出すべ きで はな い。 まず

準備 をさせ る必要が あ る。肉体 的 に不適格 な人 は少 ない。 そ

れ よ りはるか に多 いのは，情緒 的，精 神的，道徳的 にふ さわ

しくない人で ある。彼 らは清 い生活 ，伝道 の精神 に調和 した

生活を送 ってい ないためであ る。彼 らは備 えておかなければ

な らなか ったの だ。 これ は必須 の ごとであ る。 しか し律 法を

犯 したか らには彼 らは除かな けれ ばな らない。 ここに私 た ち

に対 す る最大のチ ャレソジが ある。つ ま り若 い青年 たちが ふ

さわ し くあ るよ うに見守 ることで ある。 そ う，能力が あ りふ

さわ しい者 は，すべてその肩 に十字架を背負わ なけれ ばな ら

ない。 キ リス トについて，またキ リス トが十字架 にか け られ

たことにつ いて教 える軍勢 を必要 としてい るので ある。確か

に彼 らは備 えなけれ ばな らない。倹約を し，.い つ も喜んで働

くという気持を持って。

主は言われた。 「また，人ことごとくその手に正義を取り

腰に忠言を纒いて，世に住める人々に警あの声を挙げ，言葉

と逃げ走ることと両つなが らによりて悪人の上に荒廃のおそ

い来 るを宣べんことを欲す。」(教 義と聖約63：37)主 が 「人

ことごとく」 と言われたことに注目していただきたい。私た

ちがしなければならないのは， 「人ことごとく」に備えをさ

せ る方法を見いだすことである。

1年 前私は日本 と韓国を訪問し，立派な若者が数多 く教会

に加わって組織の指導者 として奉仕 している姿を目のあたり

にした。そのとき私は，かの国々の何千人 もの人 々が備えを

し，他国へ伝道に出ることを強 く望んでいる姿を心に思い浮

かべることができた。またメキシコを訪問したときにも，メ

キシコの若者をはじめ中央および南アメリカに住むラテソ系

の人々が，資格を得て，自国は言 うに及ばず他の国々にまで

も伝道に出，そして遂には主の宣教師による軍勢が，あたか

も水が大海をおおっているようにこの地球全体に満ち満ちる

日を心に浮かべることができた。

私はどこの国を訪問しても，そこで指導者として働いてい

るそう明で立派な人々を数多 く目にする。そ して数え切れな

いほどの人々が福音を実践 してそこか ら恵みを得ているので

ある。

教会が組織 されている地域か ら送り出される宣教師の数が

増加 して可能性の極限に近づ くとき，すなわち教会の資格あ

る少年がすべて伝道に出るとき，それは海外のステーキ部や

伝道部がひとつ残 らず，自国で働 くに十分な数の宣教師を自

らの力で出し，今伝道 しているアメリカやカナダの青年たち

に代わるときである。また新 しい地域で伝道を開始するにあ

たり，使徒を助けるためにふさわしい人が働 くときでもある。

さらに通信衛星や それに 類する発見もかなりの程度まで進

み，あらゆるメディア 新聞，雑誌，テレビ，ラジオ が最

もその力を発揮するときである。また私たちはおびただしい

数のステーキ部を組織し，これがさらに大きな飛躍への土台

となるであろう。さらに今まだ神権を受けていない若人，ま

た伝道に出ていない，結婚 していない大勢の若人を不活発な

状態から引き上げるときである。このような状態が訪れた暁

には，いや訪れるまでには，私たちは主が言われた 「すべて

の造 られたものに福音を宣べ伝えよ」 という主の命に近づく

ことであろう。

私は，キ リス トの福音に対 して門戸を開 く国には，すべて

主の祝福が臨むことを確信 している。その祝福は天にあげら

れたエノクの市のように，教育に，文化に，そして信仰や愛

に流れ込んでい くであろう。そしてあたかもニーファイ人め

200年 聞 の平和な日々の如 くになるに違いない。国は繁栄 し

人 々には安らぎと満足がもたらされ，喜びと平安はあらゆる

人々に与えられるであろう。そして福音の教えを全力を尽 く

して実践する人は永遠の生命を受けるのである。

この偉大な責任に向かって進む私たちに主の祝福があるよ

う。主イエス ・キ リス トのみ名により，アーメソ。

483



日々の恵 み
末 日聖徒一人一人の胸には，福音に従い，主を愛することによって得た日々

の経験が刻まれているものです。これはだれ もが持 っている物語です。証を

強 くした経験，祈 りが答えられたこと，愛する家族や友人の受けた霊感，神

権者の行ないか ら学んだこと，補助組織についての経験を他の教会員と分か

ち合いましょう……。下記の宛て先に原稿をお寄せ下 さい。〒016東 京都港

区南麻布5-10-25中 正堂会館 末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会翻訳事業

部 八木沼修一

あなたは私 たちの牧師様 ですか

十二使徒評議員会会員 ヒュー ・B・ ブラウン長老の伝道経験

1904年 ，21歳 の ときに私 は英国へ伝

道 に召 され ，母親が最寄 りの鉄道 の駅

まで私 を見送 って くれた。汽車 が出発

す る直前 にな って，母 は こう言 った。

「ビュー，まだ小 さい ときによ く夢 を

見て うな されたこ とを覚 えてい る?あ

なたは 目を さま して隣 りの蔀屋の母 さ

んを呼んだで し ょ。 『お母 さん， お母

さん』 って。そ して母 さんが 『はあい，

なあに，母 さんはいますよ』 と言 うと，

あなたはす っか り安心 して ，寝返 りを

打 つとまた眠 ったものよ。」

それか ら母 は こう言 った。 「いつ も

そ うだ ったわ。そ うして眠 ると，あ と

はすやすや と朝まで。 これか らあなた

は遠 く離 れた所 に行 って しま って，母

さんを呼びた くともそれがで きな くな

って しま うの よ。大変な ことが あるで

しょう。 目を あいて いる昼間 に悪夢を

見 ることだつて あるで しょう。苦労や

問題 に悩む こともあるで しょう。

で も知 って ほ しい の。母 さんが あな

たの話 を聞 けな くなって も1聞 いて下
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さ る方 があ るのよ。あの小 さか った と

きのよ うな信仰を持 って，rお 父様 ，

い らっしゃい ますか』、と呼ん だ ら，・ヒ

ュー，必ず よ， お父様 は答えて下 さる

わ。声 は聞えな いか も しれ ない，姿 は

見え ないか も しれ ない。で も，必ず あ

なたに答 えて下 さ るわ。 お父様が そ こ

にい らっ しゃって あなたの ことを心配

して いて下 さ ることを知 って， きっと

慰 めを得 ることで し ょう。 これはた と

えだけれ ど， どんな状 態の中で も，あ

なたは寝返 りを打 ってすやすや と眠 れ

るで し ょう。」

宣教 師の任命を受 けに ソル トレーク

・シテ ィーへ着い たとき，私 は実 にひ

どい風体だ った。馬 に長 く乗 りす ぎた

ためわ に足 にな り，日焼 けのために顔

は しみ だ らけで，髪 は真 白だ った。私

は これ ほどさえない宣教師 もいないだ

ろ うと思 った。

それか ら6週 間 して英 国伝 道部 に着

くと，私 はノー リッジへ送 られ た。そ こ

に到着す ると地方部長が こう言 った。

「ブラウソ長老，ケソブリッジへ行っ

て下さい。ダウソズ長老が一緒です。

彼は45歳ですが，ケソブリッジ到着の

翌日にパ リへ向かう許可が取 ってある

ので，その後はあなたひとりきりにな

るはずです。」そ してさらに，「ブラウ』

ソ長老，知 っていた方がよいと思うの

ですが，ケソブ リッジの最後の宣教師

たちは銃で追い払われ，今度町に足を

踏み入れる宣教師は，す ぐさま射殺だ

と言われたそうです。ブラウソ長老，

その今度行 く宣教師 というのがあなた

なのです。」

私たちがケソブリッジに向かうと，

モルモソがまたや って来 るという知 ら

せが伝わ っていたため，町中に反モル

モソのなぐり書 きが氾濫 していた。あ

るものは面白おかしく，またあるもの

は痛烈に。

私たちは泊まる場所を見つけ，ダウ

ソズ長老がちらしを用意 し，私の名前

と住所を書 き入れて くれた。彼から，

どこでちらし配 りを始めたらよいかを
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教えてもらい翌，朝彼が出発 してか ら，

ちらしを配 り始めた。午前中いっぱい

配ったが，好意的な人にはひとりも出

会わず，福音の話 もできないままだっ

た。

扉が開いても十中八，九 は目の前で

またバタソと閉められた。昼になり，私

たちはい くらか気落 ちして帰宅した。

午後再び出かけて行 ったが，同 じこと

の繰 り返しだった。その翌日は土曜 日

で，3日 働いて一度位は話の機会をつ

かまなければと思いなが ら，朝のうち

に出かけた。しかしまたも同じだった。

そこで私は主が間違いをされたに違い

ないと思った。

私は 「父よ，いらっしゃいますか」

と聞いた。すると御父は「ここにいる」

と答え られた。 しか し寝返 りを打って

眠れとは言われなかった。土曜 日は昼

までちらし配 りを して帰宅 した。私は，

自分をここへ遣わす こと以外にもっと

良いことを主は御存知のはずだと思 っ

た。ふがいなく，心細 く，みじめな思

いだった。200キ ロ 四方にはほかにモ

ルモソはだれひとりいないのだ。

小さな暖炉のわきに腰かけて暖をと

りなが ら，自分をここへ遣わされた主

の不手際をあれこれ考えていると，玄

関にノックの音がした。

宿の女主人が応対に出ると，男の声

が聞こえてきた。 「こちらにブラウソ

長老はおいでですか。」やれやれ，私も

これまでだと思 っていると，女主人が

言 った。
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「お願 い に来 たん です 。

あす お いで下 さ って，

私 た ちの牧 師様 に

な って下 さ い。!

「ええ， おいでです よ。居間 にね。

さあ， ど うぞ。」

男 は入 って きた。手 にち らしを握 っ

てい た。彼 は私 を疑 ぐるよ うな顔つ き

で見 て， 「あなたが ブラ ウソ長老です

か」 と言 った。否定 すべ くもない。す

る と彼 は言 った。 「あなたが この紙 を

うちの玄関の ドア には さんで行 かれた

んですか。」

「はい，そ うです」 と私 は言 った。

「ブ ラウソ長老，実 は先週 の 日曜 日，

17家 族 が英 国国教 会を離 脱 しま した。

みんな大 家族 で，わ た しの うちには，

大広 間が あって広い ので，みん なが う

ちに集ま りました。 それ まで はみんな

英 国国教会の信者 だった者 たちです。

一緒 に祈 って
，新 しい牧師様が来 られ

るように今週ず っと祈 ろ うと話 し合 っ

たんです。」

それか ら彼 は言 った。 「今晩，て っ

きり主 は祈 りを聞 いて下 さ らなかった

ものと思 って うちに帰 ったんです。元

気 もな く玄関 の戸 を開け ると， この紙

が床 に落 ちてい るのを見つけま した。

読 んでいる うちに，主 が私 たちの祈 り

に答 えて下 さったのだ とわ か り ま し

た。それで今 こうしてお願い に来たん

です。あすおいで下 さって，私 たちの

牧 師様にな って下 さい。」

伝 道地 に着いて3日 も経 っていなか

った。そ こで集会を開い た こともない

し，集会 に出 たこともなか った。 自分

ほ どあわれ な者 もない と思 って いたの

に，そ の男 は 「私 たちの牧師様 になっ

て下 さい」 と言 うのだ。

私 は牧師が どうい う人 か知 らなか っ

たが， こんな時に長老 だ った らこうす

るだろ うとい う尋 うな ことを した。 ぐ

っとあ ごを引 き，胸を張 って，そ して
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言った。 「はい，まいります。」

彼は私に礼を述べて立ち去 ったが，

あとに残 った私は食欲が失せてしまっ

たような気が した。それで女主人を呼

んで，夕食はいらないと告げると，部 、

屋に上がって寝る仕度をした。私はベ

ッドの傍 らにひざまずき，生まれて初

めて本当に神と話をした。祈 ることを

教えられ，常に祈ってはいたが，その

晩はベ ッドの傍 らにひざまずいて主 と

本当に話をしたのだ。私は主に自分の

状態を語 り，あの人たちが真理を求め

て英国国教会を離れたこと，彼 らは真

理を求めていること，私には真理を伝

える用意がないことを話した。そして

どうかその責任を自分か ら解いて下さ

いと願った。主はそれに答え られない

ようだった。私 は立ち上がるとベ ッド

に入 ったがなかなか寝つけず，また起

きてひと晩中祈りを続けた。

翌朝，階下に下りて女主人に朝食 は

い らないと言い，ケソブリッジ大学の

構内へ散歩に出かけた。その朝はずっ

と散歩を続けたが，幸せそうな若者た

ちを見て，昔丘で牛番をしなが ら，牛

がのんびりと横になってはんすうする

姿を見てはうらやましいと思 ったあれ

と同じ気持を感 じた。心は落ち着かず，

楽 しそうな学生たちを見 るとますます

心が騒いだ。昼になって帰宅 し，女主

人に昼食はいらないと告げると，また

散歩に出て，その日の午後はず っと歩

き通 した。空には一片の雲が浮んでい

て，あの雲が大きくなって嵐になり，

だれも集会に来なくなるようにと主に

祈った。だが，その祈 りは答えられな

かった。

その晩，私は暖炉の傍 らにすわって

物思いに本けり・，助けを祈 り求めた。つ
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』いに?時15分 前になり
，.私は身を起 こ

して丈長のダブルのゴー トをはおり，

手には初あてキッドの手袋をはめた。

そして買 うとよいと教えられていたが

それまで一度 も使ったことのなかった

ステ ッキを手に取 り， これ も初めての

山高帽をかぶって，足取 り重 くその家

に向かった。前夜顔を合わせた男が私

を見つけて迎えに出，'深くおじぎをし

て丁重に 「どうぞ，お入 り下さい。牧

師様」と言った。私はそれに度胆を抜

かれた。

中に入ると大広間に いっぱいの人

で，彼 らは新 しい牧師に敬意を表 して

起立した。私はそれにも肝をつぶした。

ようや くそのときになって，事の成行

きを実感として受け取ったのだった。

自分ひとりで説教か ら祈りか ら，果

ては歌まで，一部始終を取りしきるは

めになるとは，ことここに至るまで考

えてもみなかった。私は，「r高きに栄

えて』を歌いましょう」 と言 った。人

々の目は，歌はそっちのけでじ、っと私

に注がれていたが，私は歌 った。ひど

い独唱だった。それが終わると会衆を

見渡 し，靴の中では足先をぶるぶる震

わせなが ら， こう言 った。 「皆様，私

が祈る間，向こう側を向いて椅子の傍

らにひざまずいて下さいませんか。」

そうすれば彼 らの視線か ら逃れ られ

ると思 ったのだ。

彼 らはひざまずき，私は祈った。そ

して生涯でそれが2度 目の，神との話

であった。私は重大問題について人が

1対1で 話し合うように，神と話をし

た。もう一度情況を説明 し，会衆が真

理を聞こうとして集まっていることを

話した。こう言ったのを覚えている。

「おお神よ。今晩彼らに真理をお教え

下さいますようにqも し私歩その器と

なれるな ら，すべてはよしです。 しか

し，おお神よ，どうぞみ力を。」祈り始

めたとたん，恐れと不安がすべて消え，

何が起 こるかを2度 と心配はしなかっ

た。

祈 り終えて立ち上がると，大半の人

は目頭をぬ ぐっていた。私は2曲 目の

讃美歌を歌 ってか ら，話を始めた。45

分話をした。神は私を通 じて，自分で

も聞いたことのないような，会衆 もこ

れまで聞いたため しのない説教をざれ

た。集会が終わると人々は私のまわり

に群 らが り，私の手を握って口づけを

した。

会に来 るときには重い足をひきずっ

て来たと言 ったが，今にして思えば，

帰宅途中は地面を踏み しめたのはたっ

たマ度 といった感 じだった。神が祈 り

を聞いて下 さったことに，私 は有頂天

だった。

それか ら3ケ 月のうちに，あの広間

にいた男女子供の全員が教会員たなっ

た。そ して彼 らはアイダホやユタやア

メリカの各地に移住 した。息子や孫を

今度は逆に伝道に送 り，あの集会の結

果，ソル トレーク ・シティーで先 日あ

のときの古老が話 して くれたところに

よれば， 「伝道に出て福音を伝えた者

たちを通 じて，あの1回 の集会か ら1

万人以上の人に影響があった」という。

私は神が生きてお られることを知っ

ているだろうか。確かに，この人生の

ほかの何 よりもよく知っている。神が

自分の友であること，神がおられて，

呼ぶときには聞いて下さることを知っ

ている。それを知 った私には恐れるも

のはない。



.1野 曝年

地 域 総 夫 会

8月16 ，17，18日 ，ス ウ ェ ー・デ ン の

ス トック ホル ム で 開 催 さ る.

デ ソマ ーク，フ ィソラソ ド， ノル ウェ・一，そ して スウ ェー

デ ンの国 々は， もはや決 して過去 に帰 ることはな い。8月16

17，18の3日 間 にわ たって開催 され た教会地 域総大会。北欧

の国 々か ら相集 い，主 に油注が れた僕 のかたわ らに座 した聖

徒た ちは，身 も心 も力 と勇気が満 た されなが ら帰路 につい た

のであ った。彼 らが この大会 で学んだ ことを実践す るな らば

北欧の国 々にお ける主 のみ業 は とどま るところを知 らず発展

してい くに違いない。

大会の終 りにある会員 は こう言 った。 「自分 自身 について，

また私 たちの将来 について新 しいアイデ アや 目標が得 られ ま

した し，新 たな ビジ ョソが わいて きま した。」

こう言 う人 もいた。 「この瞬間か ら，私 たちはもっと多 く

のことを要求 され るで しょう。何 よりも増 して，従順 という

ことを教 え られ ま した。」

ある若人 はこ う語 る。 「何 かを変えていかなければな らな

い とい うことが わか りま した。私 た ち若人 の多 くは，音楽や

服装 などの標準を もっ と変 えなければな らない と思い ます。」

この よ うな態度 ，新 しい見方 ，そ して決意 とい った ものは
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実は地域総大会がス トックホルムで開かれることが発表され

たときからもうすでに聖徒たちの間に見 られたのである。霊

的，物質的な準備が始まったのはそのときであった。大会前

の状況について，デソマーク伝道部長グラソ ト・R・ イスペ

ソはこう語 る。r今 こそ準備のときだと決意を固めた人は多

かったと思います。その中でも最大の準備は霊的な準備でし

た。r予 言者のメッセージを受けられるように霊的に備えた

いと思 う』という言葉を私は何度 となく耳にしました。」

大会前の神殿訪問者数が増加 したことは，そのことを如実

に物語 る。今までは各伝道部が夏に数回セ ッショソを持つの

が普通だった。しかし今年は，大会参加のための費用を相当

な額にのぼるにもかかわ らず，大会前数ヵ月の神殿訪問者数

は増加を見たのである。事実ある地区ではほぼ2倍 を数えた。

こうした霊的な準備は，みたまあふれる大会となって実を
たび

結んだのであった。キソボール大管長は五度説教壇に立ち，

すべての戒あを守ってそれぞれの国に教会を確立す るよう聖

徒たちを励ました。特に6月 に新たに組織されたデソマーク

ステーキ部の聖徒たちにとって，キソボ・一ル大管長の 「行っ

て隣…り人に福音を宣べ伝え，北欧諸国にさらに多 くのステー

キ部が誕生するよう，教会の確立に力を尽 くそう」というチ

ャレソジには，強 く心を打たれるものがあったに違いない。

ステーキ部建設 というテーマは，日曜 日の朝の神権指導者

集会で特に強調 された。実に印象に残る集会であった。キソ

ボール大管長はこう語った。 「あなたがたは教会を強 くする

ことができるのです。ステーキ部，それもた くさんのステー

キ部を組織することができます。神殿をいただ くべきではな

いという理由はどこにもないでしょう。神殿を建設レたいと

思いますか。儀式を行ないたいですか。神殿建設 は可 能 で

す。それぞれの国にひとつずつで も建てることができます。

ただしこれはすべて，私たちが伝道 して人々を改宗に導 くこ

とによって初めて可能になることなのです。伝道部 しか組織

されていないところに神殿を建設することはあまり例があり

ません。ですからステーキ部が必要なのです。」

予言者の口からこのような力強いメッセージがほとばしり

出た裏には聖徒たちの備えがあった。多 くの人々は長い距離

をものともせず，大会に集 ったのであった。休暇を取 り残業

やアルバイ トをし，また倹約をして……。

大会実行委員会は聖徒たちがこのすばらしい経験に十分に

浴することができるよう長時間の努力を重ねた。この委員会

は，会場の借用か らアッシャーのバッジに至るまで，すべて

の決定や調整を行なわなければならない。そこでカイアージ

・ヨハソソソ兄弟 というすばらしい指導者のもとに小委員会

が設けられ，それぞれの施設および備品，歓迎，情報，印刷

物発行，交通，宿泊，契約，食物，救護，音楽，文化活動を

担当した。

この小委員会の中には途方 もないような責任を受け持 った

ところがい くつかある。たとえば宿泊委員会の目標は 「大会

参加者がひとり残 らず，.宿泊場所とそこに着 く方法を知 って

いる」 というものであった。参加予定者は5千 人 ということ

を考えればこれは決してなまやさしい仕事ではない。まして

や変更やキ ャソセル，申し込みの遅れなどを考慮すると，ま

・さに膨大な仕事 と言えよう。

こうした委員会は，裏方として人目に触れずに黙々と活動

していた。 しか し大会を成功に導 くには，やはりすべての人

大会に集まった人々

コ ー ラ ス 隊
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の努力が結集されねばならなかったのである。

その努力がはなやかな姿となって人々の目に映った委員会

もあった。それは金曜の夜の文化活動を準備 した委員会であ

る。この会では，カラフルな民族衣装を身につけた各国の40

0人 余 りの人々が，歌い奏で，そして踊った。大会の開幕を

飾るにふさわしい，実に楽 しい感動的な夕べであった。

まず84人 のメソバーが参加4力 国の国旗を手にして入場，

次いで各国の国歌を歌い，その後で各国の文化や歴史が歌や

踊 り，演奏を通 じて紹介 された。まさに壮観であった。だが

これにかけた聖徒たちの準備の一端を知れば驚かぬ人はある

まい。

この祭典の練習は各国の支部や地方部ごとにせざるを得な

かった。 しか し大会の場でひとつに合 したとき，それは見事

に花開いたのである。まさに奇跡だった。

ある演奏グループは.伝 道部の各所か ら選ばれたメソバー

で編成されていた。プロなみの人もいれば始めて数年 しか経

っていない人もいた。楽譜を見なければ演奏できない人もい

れば耳で聞いただけでできる人 もいた。そこで彼 らはプロの

音楽家を見つけて，プロらしい音が出せるように編曲 しても

らった。(も ちろんこの音楽家は1銭 も受け取 らなかった。)

またこのグループにはビオラ奏者がいなかった。そこで彼 ら

はある才能のある青年を選び，地元の交響楽団のビ=オラ奏者

に頼んで無料でレッスソを して もらったのである。彼は一生

懸命練習を重ね，そのオーケス トラの傍に座って目と耳を使

って改善 に努 め るほ どにな った。そ して大会 の とき，オーケ

ス トラのある演奏者 は，数 百 ドル もす る弓を貸 して くれたの

で あった。

このグル ープが大会前 に全員 で練 習 したのはわずか2回 ，

しか し見事 な演奏 だ った。懸命 に祈 り懸命 に練 習を重ねた彼

らに，主 の助 けが あ ったのであ る。 このよ うな話 はほかのグ

ル ープにもた くさん あ った。 たゆまず 努力を重ね，長旅 の末

にや っとの思いでで きた リハ ーサル。 この彼 らの努力に，主

は報い られ たので ある。

こうした各 グル ープの発表 もさる ことなが ら， フィナーレ

はま さに壮観で あった。拍手 はいつまで もな りやまず， アソ

コールを求 める声が あち らこち らか らあが った
。 曲目は ノル

ウェーの作曲家エ ドワー ド・グ リーグによ る 「発見」で あっ

た。

大会の連絡調整 にあたったス ウェーデソ地 区担 当十二使徒

会地区代表 の リー ド・H・ ジ ョソ ソソ兄弟 は このよ うに語 っ

てい る。「私 は祭典 の ことを心 に描 いた とき，フ ィナー レはあ

の曲をおいてほか にない と思い ま した。」彼 は その ことを委

員会 に話 さなか った。 ところが彼 らが提供 して きたプ ログラ

ムを見 ると， フ ィナ ーレは 「発見」 となって いたのである。

だがすで にノル ウェーの人 々が この曲を 自分 の国の発表曲 と

して選び，練習 に入 って いた。 しか し，大西洋 をは さんで同

時 に霊感が与え られた ことを知 ったノル ウェーの 会 員 た ち

は，進んで この曲を辞退 し，新 しい曲を選 ぶ ことに したので

(左からパッカー ハンター，ベンソン各長老)

キンボール大管長

大会会場外観
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，会 場 内 部

フェスティバルに出演 した少女

●

あった。

フィナーレの指揮にあたった73歳 のノル ウェー人，ラム ・

アルベスターは，その経験をこう語る。 「この場にいた人で

なければ， この全員の 合唱の意味は わか らないで しょう。

御存知のように私たちは，たとえ教会員同士でも，他の国の

人に対 して警戒心を持つものです。 しかしこのフィナーレは

私たちをひとつにして くれました。特に私たちの若人を。今

ここには一致のス ピリットが，何でも力を合わせてできるの

だというス ピリットがあります。この一致の心とい う もの

は，決 して小 さな賜ではありません。」

この一致のスピリットは，大会を通 して人々の心を満たし

た。隣同士に着席 した4つ の国の聖徒たちは，それぞれの国

の言葉で流れて来 る説教を聞き，同じみたまに満たされたの

である。大会では36の説教がなされたが，それぞれ4力 国語

に通訳しなければな らず，結局延べにして144の 説教が行な

われたことになる。これを達成するために60名 の通訳者が必

要だった。通訳された話は聴衆の頭上に張 りめぐらされたア

ソテナか ら小さなヘ ッドホソを通 して一人一人の耳に伝えら

れた。このようにして各国の人々はヘ ッドホソを自国語のチ

ャソネルにセットし，会場のどこにいても説教を自国語で開

くことができたのである。

もちろん以上述べたことはほんの枝葉末節にすぎない。肝

心なのは，大会に出席 した人が，準備のかいあって霊感に満

ちたすばらしいメッセージを受けることができたということ

である。この大会には，大管長会か らキソボール大管長とタ

ナー副管長が出席，他 に10人の幹部が出席した。十二使徒評

議員会からは，エズラ ・タフ ト・ベソソソ会長をはじめハワ
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一 ド ・W・ ハソ ター
，ボイ ド・K・ パ ッカー，ブル ース ・R

・マ ッコソキ ー，ま た十二使徒評議員会補助 か らはバーナー

ド ・P・ ブ ロ ックバ ソク，ジ ェームズ ・E・ ファース ト，J

・トーマス ・ファイ ァソズ， ニール ・A・ マ ックス ウェルの

各 長老 た ちが，それ に七十人最高評議員会会員 のA・ セオ ド

ア ・タ トル長老，管理監督会の ボーソ ・J・ フェザース トー

ソ監督 も出席 した。 この10人 が全員 ，出席 した人 々に励 まし

とな り導 きを与え る，霊感 あふれ る説教 を した。

土曜 日の夜の両親 の夕べ に参加 した人 々は，世 の中の悪の

力が ます ます大 き くな りつつ あ る中で，ホー ム ・テ ィーチ ソ

グと家庭 の夕べが どれ ほど大切 かをキソボール大管長 の話か

ら悟 ったに違 いない。 「父親が子供 を教 育す るとい うことは

創世 のときか ら基本 とな って きた ことです。主が そのよ うに

定 め られ たのです。主 は この世 の人 々が健 全 な生活へ ，真 の

家庭生活へ， そ して家族 がお互い に信頼 し合 う生活へ と帰 る

ことので き るプ ログラ ムをお与え にな りま した。それは父親

を家長 とい う正 しい地位 に返 し，母親 を社 交生活 や仕事か ら，

子供 をたわむれの場か ら家庭へ と引 き戻す もので す。」

またキソボ ・一ル大管長 は，土 曜 日の夕べ に集 まった若人 に，

彼 が少年 の頃，戒 めを守 り決 して信仰 か ら離 れ ることがない

ように しようと決心 したことを話 し，いかな る誘 惑 にあって

もいつ も毅然 と してい られ るように同 じような決心を しな さ

い ，と励 ま した。

タナー副管長 は，土曜 日の夜の集会 に集 った両親を前 に し

て ，両親 の模範 と子供 の しつけが大切で あることを述べ た。

「夫が福音 に従 って生活 し，神権の義務を全力を尽 くして遂

行 し，妻 があ らゆ る点で夫を助 ける家庭。愛 と一 致 が 見 ら



れ，共に祈 り家庭の夕べを毎週行ない，息子や娘を天父のみ

前に連れ帰ることができるように正しく育て上げる家庭。そ

のような家庭ほどすばらしいものは考え られません。」

そして日曜 日の朝の神権指導者集会では，面接の仕方につ

いてタナー副管長が大切な指示を与えた。続 く一般大会では

同じタナー長老が1830年 の設立か ら今 日までの教会の発展経

過を話し，この大会の主要なテーマのひとつとも言 うべき伝

道の義務について次のように述べた。 「確かに全世界の，キ

ニリス ト教徒を自認 しキリス トを信 じる人は・キ リス トの教会

に加わ りたい と思 うで しょう。……キ リス トの教会の会員で

ある私たちの責任は，どこにあっても，主の教会と主の教え

か ら利益を得 られるような生活をすることです。そうすれば

福音を聞 く人の心に疑聞は生 じないでしょう。」

日曜 日の午前の集会で壇に立 ったべソソソ会長は，第2次

世界大戦直後の荒廃の中でヨーロッパの聖徒と共にした経験

か ら話を始め，彼がスカソジナビアの人々を心か ら愛 してお

り，またスカソジナビアにおける教会の発展には主のみ手が

働いていることを証 した。そして聖徒たちにすべての戒めを

守るように勧告した後，国の指導者 に対 して次のような神聖

な証と警告を与えた。 「神はキ リス トの再臨の備えとして地

上に末 日の王国を設立 されました。私は主の僕として国々の

指導者に，神の前にへ りくだり神のみたまと導きを受けるよ

うに要求 します。悔い改めて悪の道か ら立ち返るように求め

ます。 もし拒むならば，悪を行なう者 にくだる恐ろしい裁き

と災難が，予言された通 りにあなたがたにくだるでしょう。」

大会を通 して常にみたまがあった。それは教会幹部の話か

らだけではなく，地区代表や副伝道部長，選ばれて壇に立 っ

た父親母親 それに青少年の指導者からもほとばしり出るも

のであった。また参加国合同編成の大聖歌隊も大会に集 う人

の心に深い印象を残 したに違いない。

キソボール大管長は最後の集会が終了したときに再度壇に

立ち，聖徒たちに語 りかけた。そして大会期間中の幹部の説

教を簡単にまとめ承認した後，次のように語 った。 「すばら

しい大会でした。生涯この感動を忘れないようにしたいと思

います。」

そして大管長は大会のテーマである伝道の義務について再

び取 り上げ，この神権時代初期の教会の発展について述べた

後，当時の宣教師がどのようにして隣…人やまわりの地域 に伝

道 したかを紹介した。そして集まった会員たちにこのように

語った。 「あなたがたここにおられる4千 名の皆さんは，私

たちが合衆国か ら送る宣教師よりももっと良い働きができま

す。私たちには光があります。真理が あ りま す。私たちに

は，まわりの人々を啓発することができるものはすべて備え

られています。ろうそ くをますの下に置いてはならないので

す。主は私たちが義務を果たすならば救えるはずの人々に対

して，私たちにその責任を問われるでしょう。」

勧告に加えてキンボール大管長は聖徒に天父の祝福がある

ように願 った。 そして孤独で 悩む人々に こう語 っている。

「家族の中でただひとりのキ リス トの証人 として暮 らしてお

られ る方 もいることでしょう。孤独の中にあっても忠実かつ

誠実に生活する人に神は祝福を与え られます。」

「さようならを言 うのはつらいことです。」 こう述べ た キ

ソボール大管長は，「これは神のみ業です」と証 し，スカソジ

ナビアの聖徒たちに祝福があるよう天父に請い求めた。

別れの言葉を告げるのは確かにつ らいことであった。閉会

の歌 と祈りが終わっても聖徒たちはその場を離れず， 「来た

れ予言者より」と 「神よまた会 うまで」を歌った。そして三

々五 々会場を去る人々の目には光るものがあった。涙はす ぐ

にかわ くだろう。 しか し大会の記憶は長 く脳裏にとどまるに

ちがいない。大会に参加 した人々は新たな強 さと決 意 を 胸

に，もう自分はひとりではないことを認識 して進んでいくこ

とだろう。

ある兄弟はこう語った。 「私たちは出席が30人 から80人位

の支部か ら来ました。4千 人もの教会員と共に集 うというこ

とがどんな意味を持つかわかりますか。特に若い人々にとっ

てどういう価値があるか。もう私たちは寂 しくはありません。

本当の力を見たのですから。 もう恐れる必要はないのです。」

ある妹妹はこう述べている。 「大会の感動は口では言い表

わせません。大会は空気であり太陽であり，花であり雨でも

あります。私にとってまさに命 とも言 うべきものです。」

こう言 う人もいた。 「しなければならないことがあるんじ

ゃないで しょうか。一生懸命やれば主は必ず助けて下さいま

す。」

確かに主は助けて下さるであろう。なぜな ら今やスカソジ

ナビアの聖徒たちには大 きな力が宿り，彼 らの国々には福音

に耳を傾けようとする選ばれた民が大勢いるのだか ら。教会

設立当時ユタに渡 り，教会の確立と発展に寄与 した人々の中

にはスカソジナビアの数千人に及ぶ信仰厚い忠実な聖徒たち

が含まれていた。このようにスカソジナビアの聖徒たちは，

大会の祝福を受けるべ くして受けたのである。今や北欧の国

々にとどまって働 く聖徒たちには力とみたまが与えられ，主

の僕の口を通 じてもたらされた勧告に従 うときに大いなる成

長 と発展が見 られるであろう。確かにデソマーク，フィソラ

ソ ド，ノルウェー，そしてス ウェーデソの国々は，もはや過

去に帰ることはないのである。
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執事の役割
管理監督会第二副監督

ボ ー ン ・J・ フ ェザ ース トー ン

何年か前，私は忘れられないおもし

ろい話を聞いことがある。

ある若い男が岩ばかりの高い山の頂

を目指して登 っていたところ，わ しの

巣を見つけた。巣には卵がい くつか入

ゐていたb・彼 はそのひとつを取 り上げ

ると，・大事にそれを家に持ち帰った。そ

七;てめんどりが卵をあたためていた(わ

で，その中に入れた。やがて卵はみな

かえり，ひよこにまじってわ しのひな

も誕生 した。それか ら数ヵ月間，わ し

めひなはひよこと一緒に成長 した。そ

してこのひなは，ひよこと同 じように

小屋の中の地面をつついてえさを求め

るようになった。すっか り大きくなっ

てもこのわ しはまだ飛んだことがなか

った。若者はこの成長過程を非常に興

味深 く観察 していた。そ してわ しを飛

ばぜたいと思うようになった。、そこで

ある日わ しを自分の家の屋根に連れて

あが'り，こう言った。 「おまえはわ し

だ，`飛べ。」しか しわしは庭に舞いおり

て，にわとりのようにえざをついばみ

始めた。 その後数 日経った あ る朝，

陽がのぼるよりずっと早 く，この少年

はわ しを高 くそびえた岩山の峰に連れ

て行gた 。そ して，朝日の最初の日ざ'

しが山々の頂上を照 らし始めたときに

言りた。「おまえはわしだ。飛べ。」わ

しば翼を広げぞ眼は陽光を捕えた。あ

る種の力が翼のはしか らはしへと走っ

た。漸 鮮で涼 じい大気1'木 々の香 り，

それにこれまで味わったことのない興

奮がこの鳥の王者の体をよぎった。翼

をぐっと一杯に広げると力 が 全 体 に

みなぎるのが感 じられた。そ して若者

の手を離れて舞いあがった◇間もなく

49舞.

高い頂の何百メー トル も上をゆうゆう

舞うのであった。それか らますます高

くあが り，限 りない空のかなたへ飛ん

で行った。地面にしばられているにわ

とりが一生かかっても見 られないもの

を，わ しは一瞬の内に視界におさめた

のであった。それ以来，わ しは決 して

小屋の中の鳥で満足することはなかっ

た。

執事もひとたび神権をまこころから

行使 し，限界のない奉仕に打ち込んで，

その力 と爽快さを覚えれば，決 して小

屋の中の鳥，言いかえれば普通の少年

にもどることに満足 しないだろう。地

上において神を代 し，神の清い選 り抜

きの僕になりたいと思 うに ち が い な

い。

執事は， 「ことごとく各々に賜わ る

神の賜と召どによりでその 職 に 按 手

聖任せ らるべ く， これを聖任す るもの

の中にある聖霊の能力によりて按手聖

任さるるものとす。」(教 義と聖約20：

60)

「正式に組織せ られたるわが教会支部

のある所にありては，何人 といえども

その教会支部の支持の挙手によらず し

てはわが教会内のいかなる職にも按手

聖任さるる能わず。」(教 義 と聖約2σ：'

65)

執事の義務には，聖餐のパス，教会

員の家庭を訪れて断食献金を受け取 る

こと，監督や副監督のメッセソジャー

になること， さらに祭司や教師が少な

いときには後輩同僚 としてホーム ・テ

ィーチソグをすることがある6以 上の 層

責任は，ほとんどすべての執事が知 っ

ていることである。

執事はまた細かいが非常に大切な責

任も負っている。

服装の標準，すべての執事はその義

務を果たすとき，ふさわしい服装をず

るように求められる。聖餐を配るとき

には，ワイシャツを着用し，ネクタイ

をつけていなければならない。似つか

わ しくない容貌で人目を引いて，故意

に神権の儀式を汚すようなことは許 さ

れない。髪の長さは，女性のような外

観を呈 してはならない。言いかえれば

会員の注意を髪によってそらすような

ことがあってはな らない。

監督の メ.ッセソジャー を する少年

は，こざ6ば りした服装をし，清潔でな

ければならない。また監督が誇 りに感

じるような姿でなければならない。会

員の家を訪問するときは，きちんとし

た服装をして神権の割当てを果たさな

ければならない。まれには，不活発会

員の唯一の教会との接触が，断食献金

を集めるために月一度執事の行なう訪

問だけという場合がある。この場合，

この短い訪問が不活発会員に大きな影

響を与える。執事はこざっぱ りしてい

て清潔で，暖かみと友情を感 じさせな

が らも威厳のある行動を取 らなければ
'ならない

。まこころか らあふれでる笑

顔と堅い握手は，不活発会員に大きな ，

影響を与えずにはおかないだろう。ホ

ーム ・テ ィーチソグの割当ても同様に

威厳をも って果たされなければならな

い。また執事は先輩同僚から求められ

ればいつでも家族に証をする用意がで

..きていなければならない。

行ない ：執事はどんな立場におかれ

て も，正 しくふるまわなければならな



い。特に聖餐台の前にいるときに気を

つけなければならない。中には，遊ん

だり，おもしろい顔を してみせたり，笑

ったり，果ては執事同士つつき合った

り，一般にこの神聖な儀式を全 く軽は

ずみな心でみている未熟な執事を目に

することがある。 このような 執 事 に

は，主がこの儀式を手伝 うように求め

られた神聖な信任に背いていることを

教える必要がある。執事の行ないを律

する標準はただひとつである。教会に

は二重の標準はない。執事は，汚ない

話をしたり，ポル ノ雑誌を読んだり，下

品な言葉を使 ったり，あるいは乱暴を

働いたり無作法などしてはならない。

標準に沿 って生活するように思慮深 く

ならなければならない。標準に沿う人

は， この世で成功を収あ，神の王国で

奉仕する機会を豊かに得 るにちがいな

い。

徳性 ：神権の割当てはみな私たちが

ふさわ しいときに与え られる。執事は

いつも正直にふるまわなければな らな

い。執事の行ないと言葉は真理を反映

したものでなければならない。家や学

校や娯楽場で嘘をついたり，不正を働

いたりして， この徳を汚 してはならな

い。執事は純潔を守って，思いも清 く

しなければならない。決 して知恵の言

葉を破ってはならない。毎 日ふさわ し

く生きられるように，心を砕 くべきで

ある。そうすれば，必ず成長 し，進歩

して，成功を収めるだろう。私たちが

個人として達成 し得る最大の目標は，

心の清い者になることである。ふさわ

しく生きようと誠意をもって努めると

き，私たちは心の清い者となるのであ

る。

奉仕 ：何年も前，私はマリオソ ・G

・ロムニー副管長と大会に出席 したこ

とがある。集会 と集会の聞の休み時間

に，私たちは少 し散歩 した。そのとき，

副管長は私にこう言われた。rフ エザ

ース トーソ兄弟，神権者たちは隣人に

奉仕 す るため に生まれて きてい ること

にいつか気づ くと思い ますか。」ロムニ

ー副管長 の この一言 は
，それ以来私 に

とって大 きな活動源 とな ってい る。皆

さんもこの言葉を味わうようお勧あし

たい。私はすべての執事が，隣人に奉

仕するたあに生まれてきていることを

知るように，心か ら祈っている。
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教師の役割
管理監督会第一副監督

宜 ・バ ー ク ・ピー ター ソ ン

この主題について考えていたとき，

私は最近聞いた作者不詳のある物語を

思い出した。

何年も昔のこと，霧深いロソ ドソの

町で，夜駅へ行ってはカソテラを使 っ

て人々をそれぞれの目的地まで，狭い

霧に包まれた通を案内し，それによっ

て得た報酬で未亡人の母 と5人 の弟と

妹を養っていたある若者がいた。ある

ときこの若者はひとりの人からロソ ド

ソのこれこれの所に連れて行 って欲し

いと頼まれた。その夜，霧はことのほ

か深 く，丸石で舗装 された道はすべり

やす く危険であった。この若者は自分

にとっても危険であることがわかって

いたが，その依頼に応じた。そしてふ

たりは駅を出て，カソテラを持った若

者がその紳士の先に立って進んだ。何

時間も歩いてやっと目的地に着いた。

そこに着 くと，紳士は約束の礼を彼に

払った。若者は感謝 してそのお金を受

け取ると，足早に駅に取って返 した。そ

して駅に着 くと，急に霧の中か ら何人

かの人が出てきて，それぞれさきほど

と同じくらいのお金を払おうとした。

最初若者は自分がそれをかせいだとは

思えなかったので，受け取ろうとしな

かった。するとひとりがこう説明した。

「私たちはみなこの霧で道に迷い，ど

こにいるのかさっぱ り見当がつかなか

ったんだ。そうこうするうちに君のカ

ソテラが見えたので，遠 くからその光

についてきたというわけだ。安全な所

まで案内してくれたので，礼をしたい

んだ。ただそれだけだ。者 のカソテラ

が見えなかったら，今 も霧の中を迷っ

ていたことだろう。」

教師は，迷 っている人を助けようと

するとき同時に他の人々をもよい方向

に向かわせていることに気づかないか

も知れない。教師が神権を行使 して奉

仕に努めるとき1そ の教師はほかの人

が従って行ける光となっているのであ

る。

ソル トレーク ・シティーのテソフル

スクェアを訪問 したことのある人がた

くさんいるだろう。神殿の西側の壁に

興味深いものが幾つかある。そのひと

つは，大熊座 という星座である。ハロ

ル ド・B・ リー大管長はかつて1961年

7月2日 日曜 日に開かれた伝道部長セ

ミナーで， これの表わす意味について

説明 した。 リー大管長は，話を始める

にあたって， ソル トレーク 神 殿 の建

築中にブリガム ・ヤソグが建築家 トル

ーマソ ・0・ アソゲルに，ある記事を

ミレニアル ・スターに寄稿するよう依

頼 したことを取 り上げた。.これは外国

の聖徒がそれを読んで， この建築計画

に財政的な援助をする必要があること

に気づいて欲 しかったために依頼 した

ものであった。アソゲル兄弟はその記

事の中で，神殿の外面に描かれたもの

が何を意味するか説明している。 リー

大管長はアソゲル兄弟の記事について

次のように語 った。

「太陽を表わす太陽の石，それに月

の石 と星の石がある。それはあなたが

た皆が見た通りである。またそこには

さらにほかのものもある。彼が言った

ものの中で，もうひとつ特別に意味の

あるものがある。このことについて考

えていただきたい。彼は，神殿の西側

の塔の胸壁の下で，一番高い窓のす ぐ

上に，大熊座が描かれるだろう，と言

っている。私たちはこれを北斗七星 と

呼んでいる。この大熊座のひしゃくの

先端のふたつの星は，北極星を指 して

いる。これは， 『神の神殿によって，

道に迷った者が道を見いだすことがで

きる』ことを示 しており，人々にその

ことを思い起こさせようとするもので

ある。」

教師はこの神権者の軍勢に欠 くこと

のできない者で，教師には人 々を導き，

指示 し，教え，また啓発する務めがあ

る。そして教師はこれ らの務あを果た

すとき，道に迷った者がその道を見い

だせるように助けていることになるの

である。

アロソ神権の教師は，ホーム ・テ ィ

ーチソグを行ない，聖餐の準備を し，

案内人として動き，求められれば執事

のすべての義務を果たす責任を受けて

いる。これ らの義務を勤勉に果たすと

き，主か ら託 された 「常に教会員を守

護 し，彼 らと共にありて彼 らを強 くす

べき」(教 義と聖約20：53)神 聖な務

めを果たしているのである。

教師の 義務は それ ぞれ 皆大切であ

る。1970年10，月の総大会で，ビクター・

L・ ブラウソ監督は次のように言って

いる。「アロソ神権は，ただ若い男子を

多忙にし，問題を起こさないようにす'

るための活動プログラムにすぎないと

いう考えは間違っている。 これは地上

における神の王国統治体の一部分であ

る。アロソ神権を持つ人々は，各自の

義務を果たすとき，主の業の達成を助

け主の栄光を表わす力を授けられてい

るのである。…」(Go碗76ηoθR砂07'

「大会報告」1970年10月 〔英文〕P12

5)

ホーム ・ティーチソグを行なうこと 『

によって，教師は人 々の生活に祝福を

もたらし，永遠の生命 に導 くという特

別な機会に浴するのである。私の知人

が，ある経験を話 して くれたが，その話

はこのよい実例である。「最近ある兄弟

と教師の年齢のその息子が，私たち家
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族のホーム ・テ ィーチャーに割 り当て

られました。私たちは少年の父親の福

音に対する献身をよく知っていました

が，外見上，容貌 も行動も父親に似て献

身的に見えるその息子がどんな青年か

私たちは知 りませんでした。そこで最

初の訪問の間中，私はこの少年に注目

していました。彼 はつつましく控え目

でしたが，その言動ひとつひとつか ら

彼が神権を誉れに思 っている気持が伝

わってきました。それか らす ぐに私た

ちは，1年 前に息子を失い，また妻が現

在身ごもっていることを彼 らに告げま

した。そのときか らふたりは私たちに

とって特別な存在となりました。私た

ちのために祈 り，私たちを励まして く

れたのです。最初の訪問を終わるにあ

たって，私はこの少年に祈 りを頼みま

した。すると少年は祈 りの中で，主に，

子供を失った私たちを支え，もうす ぐ

生まれる赤ちゃんを祝福 して下 さるよ

うに願ったのです。特に私の妻が無事

に出産 できる ように 祈って くれまし

た。それを聞いて妻も私もこの若い教

師の誠意と細かい神経に心を打たれま

した。その日以後この兄弟たちは，しば

しば(月 に1度 以上)私 たちを訪ねて く

れました。赤ちゃんが生まれると，この

少年は父親 と贈 り物をもって訪れて く、

れました。そして私たちが皆そろって

ひざまずいて祈 ったとき，この教師は

赤ちゃんが無事に生まれたことを主に

感謝 してくれたのです。」この少年は主

か ら与えられた責任の重要性をよく理

解 していた。ほかにも同様の例をあげ

ることができる。ホーム ・テ ィーチン

グは，人々の人生に祝福をもたらすた

めに神権を行使するひとつの方法にす

ぎないのである。

教師であるあなたは，教会の中で特

別な役割を担っている。教師の職はア

ロソ神権に属する欠 くべからざる付属

の職である。(教義と聖約84：30)こ の

職が必要であることか ら，その職を満

たす人も必要になって くる。教師は，

自分が教会を必要とするのと同様，教

会 も教師を必要としていることを理解

しなければならない。

教師は教会の中における自分の役割

を理解 していなければならない。一部

の人は神権の義務を果たすことに対 し

て，無頓着である。これはひとつには

与えられた責任が十分認識できていな

藤 一

いためである。私たちは与えられた義

務を果たすときに，自分の役割を最も

よく理解できるものである。

主の祝福が一人一人の教師の上にあ

って，自分の役割を理解 し，立派に果

たして自己と天父なる神に誉れと栄光

が帰されるように。
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祭司の役割
管理監督

ビ ク タ ー ・：L・ ブ ラ ウ ン

私はカナダの西部にいた子供の頃か

ら馬が大好 きだった。15歳 になる頃ま

で，父は私と兄弟にいつも馬を1頭 持

たせて くれた。そ して何年か経つ うち

に数頭の馬が入れかわ り私たちのもの

となった。その内幾頭かはぱっとしな

いポニーだった。 しかし中の1，2頭

は元気のよい，良種の馬であった。若

い祭司のときから50歳 くらいまで，馬

に対する愛情は変わらなかったが，事

情で馬を持つことができなかった。 し

か しここ数年前か ら再び私は良種の雌

馬を飼っている。

毎日が忙 しく馬とi接する時間は制約

されているが，馬は私にとって幸福の

源であった。 しか しもっと大事なこと

は，彼 らがきわめて価値のある教訓を

与えて くれたことである。それによっ

て私は，若いアロソ神権者 としても，

成人 としても神権を尊ぶ ことの大切 さ

を教えられた。 この教訓の一部を紹介

しよう。

ある日父は，美 しい元気のよいサラ

ブレッドを連れて帰 ってきた。この馬

はポロ戯(馬 に乗 ってするホッケーに

似たゲーム)の ためによく訓練された

馬であった。この馬はたまたま体が小

さく，買手がつかずに1頭 だけ残って

いたのを，父が買ったものである。 こ

の贈 り物は，それまで私がもらった贈

り物の中でも最もすばらしいものであ

った。男の子ならだれで もこんなすば

らしいものをもらったら夢中になるに

ちがいない。野 うさぎのようにとっさ

の間に走 り出すことができた。また，

す ぐに止まることも，走 っているのと

変わらない くらいの速 さでパックする

こともできた。ほかの馬にできること

は何でもこなせた。 しかもほかの馬よ

りも よくできた。 この 馬は サラブレ

ッ ドで あった。 しか しひとつの欠 けて

いる点が あった。 それ は私 が乗 ると必

ず乗せ たまま好 きな所へ走 ってい くと

い う癖で あ った。たぶん私 の手落 ちだ

ったのであろ うが， とにか くこの馬 は

権威 を受 け入 れよ うと しなか った。一

度駆け出す と私が どこへ行 きたか ろ う

とおかまいな しにつ っ走 るのだった。

この馬 は反抗的 な馬で あ った。 そ して

せ っか くの訓練 も才能 も，強i青で権威

を嫌 った ために 全部失わ れて しま っ

た。私 たちは初 め レデ ィー と呼 んでい

たが，間 もな くそ う呼 ばな くな り， と

うとう手放 して しま った。

ク リッパ ーは美 しい くり毛 の馬で あ

った。 この馬 はサ ラブレ ッ下 と， よ く

訓練 された作 業用ポ ニーの混血で あっ

た。1日 ず っと乗 りまわ した後野原 に

放す と，後 ろ足 をけあげて，快活 な子馬

のよ うに走 りまわ り， とびまわった。

ある日私 はク リッパ ーに乗 って牛 を家

の方へ追 って行 こうと したが ， うま く

いか なか った。そ こで私 は牛に ロー プ

をかけ，その ロープを馬の鞍頭 に巻 き

つけた。 ところが牛が ロー プをぴん と

張 った とき，鞍の止め具が こわれて私

は鞍 もろ とも落 ちて ク リッパーの下 に

な って しま った。 しか しそれまで勢い

よ く駆け，興奮 していたク リッパーは，

その途端ぴた りと止 まって，私が危険

か ら脱す るまで一歩 も動かなか った。

さて次 は，最近数年前 に手 に入れ た

ケイテ ィーで ある。 ケイテ ィーは非常

に誉れ ある血統 の馬で，親 はいず れ も

チ ャソピオ ソで あった。赤味が か った

茶色 の美 しい馬で あった。利口で， い

つ も頭 をき りっとあげていた。 このケ

イテ ィーの最初 の子 は馬具 をつけての

競走 や足並 みをそろえ る競争 でた くさ

んの リボソを獲得 してきたQ

最初ケイティーを手に入れたとき，

彼女の状態はあわれだった。酷使され，

その上十分えさを与え られていなかっ

た。しかし私 はよく世話を してやれば

それ相当の馬になると思った。そして

事実そのとおりであった。ケイティー

は私が持った馬の中で最 も毛並みがよ

く，きれいな馬であった。この馬はた

だひとつのことを除けば，本当に優秀

な馬になり得 る素質を持 っていた。ぐ

れは適切な訓練を一度も受けていなか

ったことである。若い頃に受けた訓練

も訓練 と呼ぶにはあま りにも貧弱であ

った。 しば らくの間乗るのには楽 しか

った。あと足ではねるように歩き，頭

をきりっとあげ，足を高 くあげ，外観

もすば らしかった。しかし一度驚 くか，、

見知 らぬものに出会 うと，す っかり度

を失って しまうのであった。ある日ケ

イテ ィーは1匹 の犬に驚いた。それで

後ろ足で立ちあが り，あおむけに倒れ

て しまった。私はその下敷になり，足

にけがをした。それからケイテ ィーは

もがいてやっと立 ちあがると，おびえ

た鹿のように走 り出した。あの美 しく

利口なケイティーは，今牧草地に放た

れている。

スージーはケイティーの子で，現在

6歳 である。スージーも母に劣 らず美

しい。3年 ほど前に若干の訓練を受け

たが，それ以来訓練の成果が活用され

ることはめったになかった。それでほ

とんど訓練を受ける前の水準に退歩 し

て しまった。定期的に活用されていれ

ば今で も乗馬に格好のよい馬であった

にちがいない。

立派な青少年の知性が，馬の知性と

同じで ある などとは 毛頭思 って いな

い。 しかし，以上のことか ら学ぶもの

はある と思 う。あなたがたアロソ神権
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の祭司は，高貴な血統に属するもので

ある。大いなる力と無限の可能性を持

つ神の子である。あなたがたは過去5

年間か6年 間，人に与え られる栄誉と

責任の中でも最高のもののために訓練

を受けてきた。これは何かと言えば，神

の名によって行ない，あなたがたの行

為を天において裁可 していただ く力，

すなわちメルケゼデク神権である。訓

練を受ける過程において，あなたがた

は管理役員から，特にあなたがたの定

員会の会長である監督から教えを受け

てきた。監督は聖餐の儀i式やバプテス

マについて指導 し，ホ7ム ・ティーチ

ソグの責任について教えてきた。そ し

て今アロソ神権プログラムの運営につ

いてあなたがたを指導 している。また

人 々の前によい模範であるためには，

容姿はもとより内外ともに清 くなけれ

ばならないことも教えてきた。

あなたがたが聖餐の儀式を行なうと

き，教会員はそれを通 して主と誓約を

新たにすることができるのである。 こ

れはあなたがたの神権の力によってす

るのである。またバプテスマを施すと

き，あなたがたは， ヨル ダソ川で救い

主にバプチスマを施 したバプテスマの

ヨハネの持 っていたと同じ神権を行使

しているのである。また， 「各会員の

家庭を訪れ，彼 らが声を挙げてもひそ

かにても祈 りをなし，またすべて家庭

の務めにいそしむように勧め」(教 義

と聖約20：47)る ときも，あなたがた

はホーム ・ティーチ ャーとして神権を

行使 しているのである。

以上の教訓をよく理解すれば，隣人

に奉仕 して始めて実現できること，す

なわち神への奉仕ができることに気づ

くだろう。以上の原則はサタソの力を

克服する上で大きな力を持つ。サタソ

の力は，反抗 というかたちで表われる。

上記の教訓に沿えば，あなたがたは権

威のある人 と調和 し，宣教師として働

ぐ備えのできた本当のサラブレッドに

なることだろう。また神殿で結婚 し，教

会で指導的な地位につ くことだろう。

私は監督 と共にあなたがた一人一人

を心か ら信頼 している。また神権を十

分尊重するとき，それぞれ独自の方法

で地上における神の玉国建設に加わる

彦藷

ことになるのである。あなたがたが立

派な神権者を目指 して前進 し続けると

き，主の祝福があなたがたの上にある

ように。
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あなたがたは もう立派にで きる

若い少女たちのために

「彼女たちに本当にできるのかしら

?」

「別に若すぎるということもないで

しょう。」

「あまりにも経験がなさすぎるわ。」

疑問と不安を抱 く人 もいるが，若人が

自分たちの最善を尽 くそうと努力 して

いる姿を目にする特権に恵まれている

人は，この選ばれた世代に心か らの確

信 と信頼を寄せている。

そうです。皆さん もう立派にできる

のです。主の約束によれば，あなたが

た若人がアロソ神権MIAに おける義

務と責任について，霊感 と啓示を受け

られるよう自らを備えるときに主はあ

なたがたに語 りかけて下 さる。

あるローレルの会長は次のように話

している。 「多 くの大切な決定を下す

ようになってか ら私の祈 りは変 りまし

た。皆さんは天父を近 くに感 じた経験

があるで しょう。これは本当に身に余

るほどの責任です。なぜなら，私自身

と周囲の少女たちの生活にとって非常

に大切なことだか らです。私は今，主

に近 くなれるよう一生懸命努力してい

ます。……それは義務ではな く特権で

す。皆さんが祈 るのは自分のためでは ・

ありません。他の人々のためにも祈 っ

ているのです。」

また別の地域では，い くつかのワー

ド部の若人が集まって集会を開いた。

時間は遅 くなって しまったがその夜，

多 くの美 しく感動あふれる証が述べ ら

れた。監督が司会をしていた若い祭司

に集会を閉 じるよう合図 したと き に

も，椅子は証を述べようとする若人で

埋まってった。そのとき，立ち上がる

勇気が湧かなくて2列 目で長い間待っ

ていたひとりの少女は， 「祈 りは答え

られる」9ということについて是非とも
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話 したい'と思った。彼女はつかつかと

説教壇の方に歩み寄ると次のように話

し出した。

「御存知のように，私は17歳 のクラ

スの会長に召されました。そしてその

とき私は監督から，あなたはクラスの

少女に対 して責任があります，、と言わ

れたのです。私は驚きで，ただぼう然

としていました。少女たちがどういう

立場にいるのかさえわか らなかったの

です。すると監督は私に副会長を決め

るようにと言い，主に尋ね求めて祈る

ことが必要であることを気づかせて下

さいました。一体どうすればいいのか

しら，どうすれば主が望んでおられる

人だとわかるのかしら。」

そして，この若いクラス会長はしっ

か りと確信に満ちた声で経験を話 しは

じあた。

「私は紙に17人 の名前を書 き出し，

それから彼女たち一人一人について祈

りました。祈 り終わるたびに，私はそ

の リス トからひとりかふたりの名前を

除 く方が正しいと感じま した。考え，

祈 り続けた末，決定するまで3日 間も

かかりま した。そ してやっとふたりだ

けの名前が残ったとき，私の心は，天

父が望んでおられる人がわかったとい

う強い気持でいっぱい で した。 これ

が，祈 りが答えられた私の経験です。」

証を述べ終えてほっとしたのか，彼

女は 引続 き熱っぽい 口調で話 し続け

た。「私はクラスのみんなを愛していま

す。そして私は模範となるよう，またク

ラス内のどの人にも手を差 し伸べ られ

るよう努力しています。私たちはひと

りも失いた くないのです。」

私は自分の席から彼女のクラスのメ

ソパーがだれなのかす ぐわかったが，

同時に主が彼女の副会長にだれを望ん

ア ーデ ス ・G・ カ ップ

アロン神権MIA若 い女性会長会

でおられたのかがわかった。ふたりは

目にいっぱい涙を浮かべ，自信 に満 ち

た笑みをたたえなが ら一緒 に座ってい

た。そしてその表情から私 は， 「ただ

のひとりも失いた くない」 という確信

を得たのである。

言 うまでもな く，あなたがたはもう

立派な証 し人である。監督を通 して与

えられた召しについて愛する天父に導

きを求めるとき，あなたがたは聖霊の

力を証することができるのである。

「されど見よ，われ汝に告 ぐ，汝心

の中によく思い計 り，その後願 うこと

もし正しか らば汝願わざるべからず。

願 うこと正 しか らば，その時われ汝の

心を内に燃やさん。これによりて汝に

その正 しきを感ぜ しむ。」(教 義 と聖

約9：8)

霊感を受け，心の中に確証を得たな

ら，あなたがたは主のみ手にあって働

く器 となることができる。そ して一人
一人の少女，すなわちあなたがたの管

轄下にある神のすべての子 らに手を葦

し伸べるという召 しを遂行するのであ

る。

もうひとり，ワー ド部で副会長をし

ている少女がいる。彼女は次のような

方法で実行 した。 「副会長である皆 さ

んは，どこにあっ℃ も模範 とならなけ

ればなりません。 もし模範を示 さなけ

れば少女たちと同様に自己を低下 させ

ることになります。また会長が決定で

きないときは，私は彼女と一緒に祈る

ことができます。 これは本当に大きな

責任です。」

またある金髪の内気な少女も自分の

気持を進んでこう話す。 「私はクラス

の一員です。私はたくさんの割当ては

いただきませんで したけど，参加する

ことによって自分が必要 とされている



ことを感 じることができます。皆さん

も責任を与えられたな ら，会長会か ら

自分が信頼 されていることがわかるで

しょう。割当てを受けるとき，成長 し

主の助けに頼 ることができます。以前

私たちにはあまり活発でない人がふた

りいました。でも今，彼女たちは出席

しています。すばらしいと思います。

私は，自分が成長するようにふたりに

も成長 して欲 しいと思 っています。私

はふたりが出席することを心か ら願っ

ています。」

私はもうひとつの経験を電話で聞 く

ことができた。

「こんなに遅 く失礼ですけど，もう

待ちきれなくなったのでお電話 しまし

た。」

それはわずかな会員しかいない小さ

な支部の姉妹か らの電話だった。

「私にはそれがとて もすばらしい経

験 になるとい うことがわか っていまし

た。でも，どんなにすばらしいものに

なるかは想像もつきませんで した。こ

れまでは重大な問題をかかえていたひ

とりの少女は今，クラスの会長をして

いるのです。私は，彼女が福音を行動

によって経験できるようにあらゆる機

会を準備 しま した。私たちはふたりで

問題を話 し合い，それか らひざまずい

て一緒に祈 りました。そ してまた，今

度はもっとつっこんで話 し合い，別れ

る前にもう一度ひざまずきました。そ

して今度は彼女がふた りを代表 して主

に祈 りま した。目を大きく見開いた彼

女は，興奮 したような感じで したが謙

遜な面持でした。そしてこうささやき

ました。 『私，今までこんな気持にな

ったことは一度 もないわ。天のお父様

はお祈 りを聞いて下さることがわかっ

たわ。』」

「私はクラスの人たちを本当に愛し

ています。」彼女の声は確信に満ちてい

た。彼女たちは頼 りになります。そし

て彼女たちが自分の責任を理解するよ

う私たち指導者が援助するとき，主の

業は彼女たちを通 して進められるので

「私 は17歳 の ク ラスの会 長 に

召 され ま した。 そ して その とき

監督か ら， あなたはクラスの少女

に対 して責任が あ ります」

垂

三=三 去螺Z!

駿

膨 ・

㈱/

藝
醤

す。」

今 日，重大な責任を負 って いる若人

はいずれ も，かのニー ファイの ように

こう言 うだろ う。 「……私は主が命 じ

た もうことを行 って行 う。私 は，主が

命 じた もうことには，人 がそれを為 し

とげるために前以 てある方法 が備 えて

あ り，それで な くては，主 は何 の命令

も人 に下 したまわ ないことを承知 して

と言 われ た ので す。

，幽琴琴 ・二

甕ヲ簗 鼻..'陽4⊇ 釜4≧ ジ
ぞ.：

≧彰=： 三、，

≡プ ー　 二

いるか らである。」(1ニ ーファイ3：7)

私 は，主が今 日， この選 ばれ た若 い

世代 に主 の予言者 を通 じて語 りかけて

お られ ることを証 す る。自 らの責任 に

つ いて神 の導 きを求め るな らば，あな

たが たは主 の目的 を成就 するため主 の

(み 手 にある)器 として仕 え ることが

で きるで あろ う。，あなたがたは もう立

派 にで きるのである。
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系図の木登 り
出題 エ リザベ ス ・L・ ニコルス

挿絵 エ ド・セ リオン

「

z
＼く.

最近 あなたは本当の意味で系図の仕

事をしたで しょうか。まず小手調べに

次の質問に答えてみて下さい。それか
噛繭

ら系図活動に移ってはいかがでしょう

か。そうすれば主が私たちに与えて下

さった好奇心を最 もそそるこの系図の

仕事をうきうきしながら進めることが.

できるでしょう。

＼く 一

1.最 初に覚えの書を記すようにと言われた旧約時代の予言者はだれです

か。(モ ーセ5：6-8)

2.

3.

ρ 、

4.

5。

6.

7.

8.

9.

覚 え の書 に関係の ある旧約時代の3人 の予言者の名を あげて下 さい。

(モ ーセ5：6-8， マ ラキ3：16-18)， ，

系図 に関係の ある重要 な聖句で同文(多 少違 いはある)の ものを4つ

の標準聖典 の中か ら，ひとつずつ捜 して ，下 の欄 にその聖句 の最初 の

部分を書いて下 さい。(聖 典 を見 ないで書 くこと。)(マ ラキ4：5

-6 ，1皿ニー・フ ァイ25：5-6， 教 義 と聖 約2章 ，ジ ョセ フ ・ス ミス

2：38)

エライジャはマラキが約束 したように再び地上を訪れましたか。(教

義と聖約110：14-16)は い一 いいえ一

教義 と聖約には 「永遠の福音に属けるすべての事項中最も光栄ある」も

のは何だと書いてありますか。(教 義 と聖約128：17)

死者の代理のバプテスマによって， ひとやの霊にどのような祝福が も

たらされますか。(教 義と聖約128：22)

死者のための業に必要な記録を保持することの大切さはいつから説か

れていましたか。(教 義と聖約128：5)

アダムはなぜ妻の名をイブと呼んだのですか。(創 世3：20)

予言者エノクが知 り得たアダムの子 らの系図は何に記されましたか。

(モーセ6：8-25，45-47)

10.ア ダ ムとイブはあなたの血 とつなが りが あ りますか。(モ ーセ4：26

ア ブ ラハ ム1：3)

1.

2.

3.

4.

答

ア ダ ム

ァ タ ム ， エ ノ ク， マ ラキ

「見 よ ，主 の 大 い な るお そ るべ き 日

の 来 る前 に… …」 聖 句 を 見 つ けて ，

残 りの 部 分 を 読 み な さ い。

は い ，1836年4， 月3日 に訪 れ た。

5.死 者 のためのバプテスマ

6.ひ とやからはなれたる。

7.世 の基が置かれる前か ら

8.彼 女はすべての生ける者の母だから
L9

.覚 え の書 鑑

10.は い，ふたりは私たちすべての最初

の両親です。

5σ0

＼

＼

＼

、.」

./

∠

1

ゆ

嘱

＼

， 、

尾
{



大 き な 第 一 歩

メ ア リ ー ・ジ ョイ ス ・カ ッ プ ス

絵 ：ジ ェ リー ・ トン プ ソ ン

`

「シ ッ，シ ッ， あ っちへ 行 け!」 リ トル ・ウル フ は

松 の葉 が じゆ うたん の よ うにい っぱい落 ち てい る上

を あ り った けの力 で走 りなが ら， 後 をふ りむ いて さ

け び ま した。 子 ぐまは あ とを お いな が ら， さみ しそ

うにな いて い ます 。.子 ぐま はお母 さん には ぐれ たの

・で
， お母 さいの かわ りにだれ とで も仲 よ くした い と

思 って いた ので す。 た とえ お びえた イ ンデ ィア ンの

男 の子で あ って も。

リ トル ・ウル フはお母 さん のた めに野 い ち ごを と

って い たの で した。 と ころが，茂 み の 中を ち ららと

見 ると， 子 ぐまが後 ろ足 で ぎ こち な く立 って，枝 に

た わわ にな って い るお い しそ うな い ち ごに手 を の ば

して い るで は あ りません か 。

ウル フは， 灰 色 の子 ぐまのぶ ざまなか っこ うを お

も しろそ うに じっ と見 てい ま した。 ペ ッ トに した い

な …… と思 い ま したが， お父 さんか ら 「野生 の 動物

の子 ど もを かわ い が って はい けな い よ。危 険な め に

あ うか らね 」 と教 え られて い ま した。 曹

野 生 の動 物 は子供 を とて も愛 しか わ いが ります。

そ して子 供 が危 険 なめ に あ って い る と感 じると特 に

それ が強 くな り， 敵 か ら守 ろ うと荒 々 し くな るので

す 。 この子 ぐまの親 も き っとそ う遠 くな い と ころ に

い るにちが い ない。 そ う思 うと リ トル ・ウル フは あ

わ てて茂 み の 中に にげ， 子 ぐまか ら身 をか くしま し

た。 と ころが戦士 た ちの よ うに音 を立 てず に身 を ひ

そ め る ことがで きません で した。足 で枝 を ふ ん ず

け， ぴ しゃ りとい うむ ちの よ うな音 を立 て て しま っ

たの です 。

子 ぐまは ウル フを見 つ け る と， こち らに向 って き

ま した。 リ トル ・ウル フは親 ぐまの ことを考 え ま し

た。 「あ っちに行 け!親 ぐまの と ころへ行 きな!」

ウル フは村 に向か って走 りな が ら， そ うさけ びま し

た。後 ろをふ り返 りなが ら走 って いた ため， ウル フ

は道 に丸太 が横 元 わ って い るのに気 づ きませ ん で し

た。 ウル フは丸太 につ まず き， もん ど り うって松葉

の中 に頭 をつ っこんで しまい ま した。

「お母 さん はぼ くの こ とを まぬ けの ウル フって呼

髄ん だ方 が
いい って， いつ も言 って た っけ。 お母 さん

の言 う通 りだ 。」 リ トル ・ウル フはぶ つぶ つ言 いな

が ら起 き上 が り， ころん だ ときに とば して しま った

羽 根 を きちん と頭 につ けな お しま した。

子 ぐまはお いつ きま した。 そ して ウル フに飛 びつ

くと， 打 った ひ ざをや さ し くたた き， あ らわ にな っ

た胸 をな め，鼻 を す り寄 せ て き ま した。 しゅ う長 の

息 子 が くま にキ ス され て い る ところを戦 士 た ちが見

た らどう思 うで し ょう/

リ トル ・ウル フは子 ぐま に棒 を 何本 か なげて じゃ

れ させ ， その あい だ に丸太 の ところを は い上 が り，

び っ こを ひ きなが ら森 の 開 けた と ころに入 って行 き

ま した。 それ で も子 ぐまは まだつ いて来 ます。 そ こ

には き らき ら光 る谷川 が流 れ て いて， そ の土 手 の と

ころに イ ンデ ィア ンの テ ン ト小 屋 が あ りま した。

ほ こ りまみ れ にな り疲 れ た男 の子 が，す ぐ後 に灰

色 の子 ぐまを連れ て とぼ とぼ と村 に帰 る姿 を笑 う人

はだ れ もい ません 。 人 々 は み なそ のす ぐ後 に怒 り

くる った親 ぐまがい るので はな いか と， おそれ お の
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の き ま した。 お母 さん た ちは子 供

た ちを せ きたて て テ ン ト小屋 の中

に入 れ， 戦 士 の何人 か は矢 を 弓に

か けて， 得 物を 待 ちか まえて い ま

した。

「ほか の道 を来 れ ば よか った。

も っと村 はずれ の」 と リ トル ・ウ

ル フはあ え ぎなが ら言 い ま した。

み ん なを危 険 なめ に あわせ て しま

った!ウ ル フはい つ も よ くな い こ

とばか り して い るよ うで した 。彼

は これ まで これ ほ どほん と うの戦

士 に な りたい と思 った こ とが あ っ

た で し ょうか。 す る と急 に ウル フ

は子 ぐまを つか む と， お母 さんが

呼 ぶ の もきか ない で全速 力 で森 に

か け こみ ま した。親 ぐまを見 つ け

れ ば， この子 ぐまを返 す ことがで

き る。 そ した ら村 は安全 だ。 ウル

フは こ う考 え たの です 。

「お前 は小 さい か ら少 しは楽 だ

け ど……」 リ`トル ・ウル フはつぶ

や きま した。少 しつ かれ て きま し

た。子 ぐま は以 外 に重 く， 頭 を動

か して は リ トル ・ウル フの あ ごを

なめ てい ま した。 まるで たわ むれ

あ って い るよ うで した。 ウル フは

い ち ご畑 に近 づ くに つれ てゆ っ く

歩 きま した。 そ して子 ぐまを お ろ

す と， お い しそ うな紫 色 の実 がた

くさんな って い る枝 の方 に子 ぐま

を 押 しま した。子 ぐまが うれ しそ



うに食 べ は じあた とき， ほ っ とため 息が で ま した。

この よ うに して リ トル ・ウル フ辱 ， のがれ る ことが

で き ま した。 認

その とき， 茂 み の反対 側 か ら くん くん とい う大 き
'
な声 が 聞 こえて きたの で， リ トル ・ウル フは あわ て

ふ た めい て しま い ま した 。運 よ く大 きな木 のそ ば に

いた ので， その木 に登 りま した。 下 の方 に は枝 がな

か ったの で，飛 びはね て， す るす る と登 りま した。

木登 りは リトル ・ウル フの得意虫の得意で した。細

い木 に腕をまわ してよ じ登 り，沸 い しげる葉の中に

か くれ た ち ょうどそ の とき，親 ぐまが も う一 頭 の子

ぐまを 連れ て あ らわれ ま した。

母 ぐま はあや しげに鼻 を くん くん させ な が ら， 子

ぐまの まわ りを まわ って い ます。 目で は， これ は私

.の子 ぐまで あ る とい い， 鼻で は何 か あ るな と警戒 し

てい るよ うで した。 という の も子 ぐま に人 間 の にお

いが しみ つい てい たか らです 。

リ トル ・ウル フは 息を殺 して じっ と見 て い ま し

た。心 臓 が ドキ ドキ して い ます 。 も し くまが臭 いを

か ぎつ け， 木 に登 って きた らど うしよ う。 木 は くま

の重み で折 れ るか， か くれ て い る ところが地 面 に つ

くほ どにな って しま うだ ろ うな。 そ した ら木 か ら飛

び お りて ， に げな けれ ばな らな い し。 しか しウル フ

は くまが 走 る の も見 た ことが あ ったので ， これ は う

ま くや って の け られ そ うに ない と思 って い ま した。

くまは歩 くのはぶ ざまだ けれ ど，走 るこ とにか けて

は風 のよ うだか らな/

リ トル ・ウル フは お父 さん か ら， くまに追 いか け

られ た とき のに げ道 はひ とつ しか な い と， 教 わ って

い ま した 。それ は下 り坂 に行 くこ とで す。 くま は前

足 が短 い ので，坂 を下 ると きゆ っ くり歩 か な い と，

体 が重 くな りす ぎて ころん で しま うの です。

子 ぐまが 母 ぐまに近 よ ろう しま したが，母 ぐまが

あ ま りに も荒 々 しいので ま た離 れて しまい ま した。

リ トル ・ウル フは ど う して いい のかわ か らず，母

ぐまが用心 深 く，地 面 に鼻 を つ けなが ら子 ぐまの ま

わ りを まわ って い るのを じっと見 て い る だ け で し

た。親 ぐまが木 に近 づい て きま した。 「ああ，だめ だ

!」 リ トル ・ウル フは息 を のみ ま した。親 ぐま は後

足 で立 って， 荒 々 しい声 を たて な が ら重 い頭 を もち

上 げ， あ ち こちを見 回 し始 め ま した。

リ トル ・ウル フは気分 が悪 くな り， ゆれ る枝 に し

が みつ きな が ら， 下 で歯 をむ き出 して待 って い る親

ぐまを見 ま した 。 ウル フお ろす ことがで きない とわ

か った親 ぐまは つめ で木 の幹 を 引 っか き だ し ま し

た。そ うす る と木 の皮 が あ ち こちに飛 び散 りま した。

ウル フは， 木 を 倒せ な い とわ か った くまは，次 に登

って くる とい うことを知 って い ま した。

そ の ときで す。 リ トル ・ウル フは これ まで これ ほ

どす ば らしい音 を 聞 いた ことが あ りませ ん で した。

そ れ は トン トンとい う太 鼓 の音 と， 森 の 中を こち ら

に向 って来 る戦士 の叫 び声 で した。 お父 さん のオ ト

ー しゅ う長 に ひ きい られて来 たので す。 リ トル ・ウ

ル フを助 ける ため に!

母 ぐまは 子 ぐま たちが 急 に心 配 に な って きま し

た。 そ して 向 きを 変 え る と重 い足 ど りで そ の場 を去

って行 きま した。

「おまえ は部 族 の犠牲 にな ろ うと したん だね。」 オ

トー しゅ う長 は村 に帰 りな が ら言 い ま した。 「それ

は とて も勇気 のい る こ とだ よ。 グ レー ・ウル フ」

リ トル ・ウル フは うれ し くて 胸 がい っぱい にな り

ま した。 お父 さん は リトル ・ウル フで はな く， グレ

ー ・ウル フ と呼 ん で くれ たの です 。 こので き ごとで

ウル ：7は， お となへ の大 きな一歩 をふ みだ した ので

した 。
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信仰 をもって

ぞ'

外はあらしです。部屋の中にはお父

さんの静かな声だけがひびいていまし

た。お父 さんはなぜその日家にやって

来た人に粉をわけてやったのかを説明

していま した。町にはたくさんの病人

がいて,そ れをなおすには粉 と水をま

ぜたもの ぐらい しか薬がなか ったから

なのです。

お父さんは子供たちに,家 族でだれ

もこの奇妙な病気にかからないことは

特別な祝福だと言い きかせて いまし

た。たとえ秋に殻物の収獲がなかった

としても,近 所の人やフィルモアを通

ってウエス トコース トに行 く開拓者の

ために荷車を作 って,そ れを粉と交換

することもできるのだか らと。

ある朝のことでした。お母さんが言

いました。｢こ れ以上粉をあげてしま

わないで ください,お 父さん。子供た

ちのパソを作るくらい しかないんです

か ら。｣

お父さんが答えもしないうちに,ド

アをたたく音が しました。外には近所
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の人 が立 っていま した。そ して病気 の

妻 のため に粉を少 しわ けて ほ しい とい

うのです。.

お 父 さんが カ ップに粉 を入 れ,｢信

仰を もってがん ば りま しょう。主は恵

みを くださいます｣と 言･て それ艦 麟

わ た した ときのその人 の うれ しそ っな

顔を見て,一 番小 さな子供 までが感動

したよ うで した。

数分後,ま た ドアを たた く音が聞 こ

え,お 父 さんが ドアをあけ ると,ひ と

りの青年 が飛 び こんで きま した。そ し

て とま どいなが ら｢あ あ,カ ー リング

兄 弟,子 供 が死にそ うなんです。粉 を

少 しいただけ ますか｣と 言 った とき,

家 族 は もう断われ ない とい う ことが わ

か りま した。

その青年が 粉 を もって 帰 っ てい く

と,お 母 さんは泣 きだ しま した。お父 さ

ん はお母 さん の肩 にや さし く腕をまわ
9

撫驚灘譲議職凋
に生活で きる ことを感謝 す ると,家 の

中は平安 と望 みで満 た されま した。そ

して 自分 たちを近 所の人 々が食物を,

特 に粉 を得 るこ とがで きるよ うに と祈

りま した。

祈 った後,お 父 さんはお母 さん に,

箱 についてい る粉 をか き集 めてグ レー

ビーを作 った らどうか と言 い ました。

驚 いた ことに箱にはグ レービーは充分

すぎ るほ どの粉 があ り,少 し残 して お

くほ どで した。,

み んなで食 べてい ると,ま た ドアを

たた く音 が しま した。外 には男 の人が

立 ってお り,腕 のいい荷車作 りの助 け

が必 要なので,お 父 さん に助 けて ほ し

い と言 うのです。そ して こ う言 いま し｣

た 。｢こ こに20ト ソ の粉 を持 って い る､。

んですが,荷 車 と交換 して いただけま

せ んか。｣,

.や

'

謬

お友 だ ちへ

●

ヨ

家 族 の 祈 り

クリスタはお姉さんの手伝いで夕食

の準備をしなが ら,手 を休めては降 り

しきる雨をながめていました。雨を気

にしているのではあ りません。手術の

ために何百マイルも離れた病院に赤ち

ゃんを連れて行 ったお母 さんのことを

聞きた くて,お 父さんの帰 りをいまか

いまか と待 っているのです。

やっとのことでお父さんが帰 って来

ま した･夕 館 とうにできあが･て い1

ま した。｢食 べる前にひざまずいて,

食事の祝福 と家族のみんなが健康で守1

られるよう特別な祈 りをした い の だ1

が｣と,お 父さんが言いました。

あらしはだんだんと激 しくなってき

たようでした。女の子たちがお皿洗い

を していると,お 父 さんの患者か らす

ぐ来て ほ しいとい う連絡が入 り まし
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ふたつの塩の海

ナ ン シ ー ・M・ ア ー ム ス トロ ン グ

絵 ：デ ィ ッ ク ・ブ ラ ウ ン

ガ リラヤ の海 はイ エ スの生 活 につ いて書 か れて い

るもの の中 には いた る と ころ にで て きます 。淡 水湖

で魚 のた くさん い るこの湖 は， 長 さ22キ ロ， は ばは

最 も広 い ところで13キ ロです。 この湖 の そば の丘 の

上で， イエ スはパ ン と魚 の奇跡 を行 なわれ ま した 。

ま た荒 れ狂 う海 を しず め， 水面 の上 を歩かれ た の も

このガ リラヤ湖 で す。

ガ リラヤ の海 か ら104キ ロは なれ た と ころに死海

が あ ります。 ガ リラヤの海 か ら死 海 には ヨル ダ ン川

が注 いで い ますが， 曲が り くね って流 れて い るため

に全長182キ ロメー トル もあ ります。

イエ スが お生 まれ にな った小 さな町 ベ ツレへ みは

死海 か ら西へ22キ ロ行 った所 に あ ります 。死海 には

何 も住 む ことがで きませ ん。 それ は この海 には水 の

流 れ る出 口がひ とつ もな い ので， 塩分 が海 水 に比 べ

て六倍 もこいか らで す。

ユ タ州 ソル トレー クシテ ィの近 くに も， これ とよ

く似 た地 形 が見 られ ます 。 ユ タ湖 は大 き な 淡 水 湖

で ， ほ とん ど周 囲を 山 に囲 ま れ た 谷 の 中 にあ りま

す 。長 さ40キ ロ， はば13キ ロ， はば は ガ リラヤ湖 と

同 じで す。 そ してユ タ湖 に はガ リラヤ湖 と同 じよ う

に， た くさんの魚 が住 ん で い ます 。

ユ タ湖か らは北 へ 向か って 流れ る川 が あ り， これ

は聖地 の川 の名前 にち なんで ヨル ダ ン川 と呼 ばれ て

い ます 。 グ レー トソル トレー クまで の長 さは48キ ロ

です。
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グ レ ー トソル トレ ー ク

ゼ 鱒 翫 。，艶 パ ：船'∵ 即
宛 蕩隊 〆 ：;・'雲 .総'ゲ

濃 畿 起》嚇 懸}パ羅・ 醗 鰻 漁 縛 露

・∴拠 、糖 ㌔

_・_醐 繍 齢轟繍一
.∴ 擦 、・

グ レー トソル トレー クは死 海 よ りず っと大 き く，

また世 界 の不思 議 のひ とつ に も数 え られ て い ます。

グ レー トソル トレー クは長 さ120キ ロ， は ば80キ ロ

です。 これ に比 べ て死海 は長 さ77キ ロ， はば14キ ロ

ち ょっと しか あ りませ ん 。

グ レー トソル トレー クに は ヨル ダ ン川以外 に も淡

水 が注 いで います が， 塩分 は海 水 の4-7倍 もあ りま

す。塩 の量 は季節 に よ って水 の量 が変 化す るため，

さま ざまです 。 しか し毎 年 この湖 か ら20万 トンの塩

が とれ ます。 くみ上 げた塩 水 を長 い みぞ を通 して ち

ん でん池 に ため， 太 陽 の下 で 水分 を蒸 発 させ， 純度

の高 い塩 を作 るので す。

グ レー トソル トレー クには島 がい くつ か あ り， こ

れ は海 か もめや か も，が ん， ペ リカ ンの大群 のせ い

息地 とな ってい ます 。 あ る島 は， 毎年 春 に な る と海

か もめ が巣 を作 るので， 鳥 の 島 と呼 ばれ て い ます 。

海 か もめ はユ タ州 の州鳥 で， 法 律 に よ って保 護 され

て い ます。昔 ， この鳥 は モル モ ンに と って奇 跡 の鳥

で した。 モル モ ンの開拓 者 た ちが グ レー トソル トレ

ー ク盆 地 にや って きて 穀物 を 作 った ので すが， それ

を イ ナ ゴの大群 が お しよせて来 て荒 らし始 め たので

す そ の とき海か もめが飛 ん で きて， イナ ゴを1匹 残

らず食 べ て くれ た ので した。

聖地 そ して ユ タに も淡水 湖 と塩 湖 と ヨル ダ ン川が

あ ります 。 そ して このふ た つ の地 は， 主 が御 自身 に

忠実 な民 に奇 跡 を示 され た ところ なので す 。
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1

質 疑

ここで与えられている解答は，解決の一助と

なるものであり，教会の教義として公式に宣

言するものではない。

応 答

「アロン神権定員会に管理 の

原則はどう働きますか」

最近あるワLド 部の断食証会で，執事定員会の会長が壇に

立 って証 しました。彼は，定員会の仲間がすわっている最前

列を見おろして，ワ・一ド部の執事全員に対 して責任があると

いう思いに圧倒され， 「うわ あ，ぼくほんとに君たちみんな

の受持ちだなんて，とっても信 じられないや」 と叫びま した。

この若 くすばらしい定員会会長は，自分が監督を通 して，

定員会の会員を導 くように主か ら召されたことや，主を代表

して，定員会の中で主のみこころを行なう責任があることを，

実感 したのです。彼は，主が次のように言われたことの意味

を，理解 し始めたのでした。

「われまた誠に汝 らに告 ぐ，執事の職を管理する長たる者

の義務は，十二人の執事を統轄 しこれと共に会議を開きて彼

らにその義務を教 う。すなわち誓約により与え られたるとこ

ろに基きて互いにこれを啓発すべきものとす。」(教 義と聖約

107：85)

この啓示には，定員会会長が会員をあずかる責任を果たす

にあたって，ぜひとも理解 し，実行 しなければな らないこと

が，3つ あげられています。

1.管 理すること。これは，監督 し，指示 し，指導し，抑

制することです。定員会会長は，定員会会員が神権の義務を

全 うできるように定員会を導 く鍵を持っています。また定員

会の助言者 というだけでな く，彼 も定員会を導 くにあたって

啓示を受ける権利を持 っており，もし彼がその鍵を利用 しな

いなら，その定員会は会長を通 じて来るはずの祝福が受けら

れないことになります。

2.会 員と共に会議を開 くこと。ここでは，会長が各会員

に愛と関心を示 し，どの人とも仲良 くなって，個人や定員会

全体の必要をよく感じ取 り，会員が自分の召 しに忠実である

ように導き，励まし，勧告 しなくてはならないことを言ってい

ます。会長は，主が定員会会員を自分の指導下に置かれて，

彼 らに導きと指導が必要なときは，いつで も 「彼 らと共に会

合を持つ」よう期待しておられることを，よく認識すべきで

す。

3。 会員に自分たちの義務を教えること。 これは，定員会

会員と同 じ年頃の会長にとっては，や っかいな責任です。 し

か し，定員会会長がアロソ神権者に神権に伴 う義務を教える

ことは，主の命令だとい うことを忘れてはなりません。ほか

の人，たとえばア ドバイザーなども義務を教えるとはいえ，

それで会長の責任がなくなるわけではありません。

主が教師定員会や祭司定員会の会長にも，また長老定員会

の会長にも同 じことを教えられたのは興味深いと思います。

その勧告を，主がいかに大切に思 っておられるかということ

がそこか らわか ります。

アロソ神権各定員会の会長は， ワ'一ド部アロソ神権の会長

であり，祭司定員会の会長にもなっている監督の指示下で働

くことを忘れないで下さい。その点で，祭司定員会の指示方

法はほかとは違います。祭司定員会会長は監督なので，祭司

が定員会の集会を管理することはできません。祭司が集会を

司会 しますが，祭司たちの管理の権能 と責任は監督ひとりに

あって，監督はその権利を他人に委任することができません。

監督は祭司定員会を導 くにあたって自分を手伝 うリーダーを

ひとり選びます。その人は監督の青少年委員会の議長になっ

てア ロソ神権の活動プログラムを指導するなど，ワー ド部の

青少年プログラムに大事な役割を果たします。

定員会会長には，彼を助ける副会長がいます。賢明な会長

は副会長を上手に使い，相談を して，会長会で充分に活躍 し

てもらいます。定期的に集まって自分たちの仕事を計画，準

備，評価 した り，副会長に順番で定員会の集会を司会 しても

らったり，いっしょに会員の家を訪問 したりします，会長会

はひとつのチームとなって働き，定員会に模範を示 し，一丸

となって指導しな くてはな りません。定員会会長が副会長の

使い方を知ること，また副会長が会長の使い方を知 ること，

これが大事です。

定員会会長に召されている人は，隣 り人に仕えることか ら

大 きな祝福を見いだし，これか らのさらに大きな召 しめため
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に準備するという特別な機会を与え られています。あなたが

たは，指導者に利己心は禁物だということを理解するでしょ

う。また，末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会が愛によって成 り

立っている組織であることを知るでしょう。そして，自分の

責任を果たすときに，人々に対する愛と心づかいを学ぶ こと

でしょう。

ある熱心な定員会会長は，自分の祈りまでが変わったと言

ってきま した。彼は，自分のためではなく，定員会会員のた

めに祈っている自分を発見 したというのです。

あなたがたが責任を大切に思 うとき，大人の指導者や副会

長か ら，あるいは聖典その他の良書や自分の祈 りと断食か ら

助けを求めて，召 しを立派に果たすための方法を捜すことで

しょう。また末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会のどの指導者に

も導かなくてはならない羊の群れがあり，それと同時に自分

を導いてくれる指導者がいることを知 るでしょう。それは予

言者 も同じことです。立派な会長は，定員会会員に従ってほ

しいと思 うと同じに，自分の指導者を支持 し，従うことで し

よう。また，責任 を委任 して，会員 たちが指導能 力を伸 ば し，

働 きに伴 う祝福を得 られ るよ うに して， 「群れ」 にある人 た

ちの進歩を はか るで しょう。

特 に， 自分が しもべ を通 じて主 か ら召 された ことを，いつ

も忘れ ないで下 さい。主 は，主の王国で指導 の責任 を持 つす

べて の人 に対 して， もし最善 を尽 くしてつ とめを果 たすな ら

ば，奉仕 の力 を増 し，証 を強 め，弱点を克服 させ，指導下 に

あ る人 々の生活 を恵んで下 さると約束 されま した。ニー ファ

イの手本 にな らって下 さい。彼 は主か ら受 けたむずか しい召

しに，確 固た る信 仰を もって こたえま した。

「……私 は主が命 じたもうことには，人 がそれを為 しとげ

るために前以 て ある方 法が備 えて あ り， それでな くては，主

は何 の命令 も人 に下 したまわない ことを承知 してい るか らで

あ る。……」(1ニ ーフ ァイ3：7)

ロバ ー ト ・バ ック マ ン

ア ロン 神 権MIAYM会 長

予 言 者 と主 の 民 の 予 任

主は，今 日召されて主 の民 を導 く人々を以前から備 えておられた。

十二使徒評議員会会員

ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー

スペ ソサー ・W・ キソボールが末 日

聖徒 イエス ・キ リス ト教会大 管長，主

の民 に対 す る予言者 ，聖 見者，啓示を

受 け る者 ， これか らの時代 にあって地

上の神の代弁者 となるべ く予任 されて

いた と，私 は信 じる。彼が予言 と啓示

のみ たまによ り， このつ とめに召 され

選 ばれ，聖任 され た こと，またキ ソボ
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一ル大管長が今や先頭に立 って主の民

を導 くべ きことは，私たちが証 し，仕

えるお方のみこころでありみ旨である

と，主のみたまが彼のい合わせた場所

で十二使徒の一人一人 に証言したこと

を，私は知 っている。

それは主がご自身の声でこう言われ

たと同じである。 「私のしもベハロル

ド・B・ リー大管長は，私の命 じたす

べてのことに忠実かつ真実であった。

あなたがたの中での彼の務めはすでに
'完了した

。私は彼を永遠のぶどう園の

別のより大いなる働きに召 した。そし

て今，私の民を導き，私が自ら地上を

統治しに訪れるあの大いなる日のため

に民を備える働きを続けるように，主

なる私は しもべであるスペソサー ・W

・キソボール大管長を召すとそして」

私のしもベジ ョセシ ・ス ミスについて

言 ったと同じことを，彼に対して も言

う。r… …汝 ら教会員は，彼が上より

受 くるままに汝 らに与うる誠命と彼の

言 とを皆心にとめてよ く聞き，わが前

に全 く聖き道を履むべきな り。そは彼

の言は， 汝 ら全き忍耐 と信仰 とを以

て，あたかもわが口より聞 くが如 くに

これを受け入 るべきなればな り。

主なる神か くの如 く言う。われは彼

に霊感を与えて，善を為すために大い

なる力を以てシオソの大事を推 し進め

しむ。われ彼の勤勉なるを知り，また

彼の祈 りを聞けり。』(教 義と聖約21：

4-5，7)」

すでに世を去 った予言者たちは信 じ

やす く，別の環境のもとで別の民に与

え られた勧告は信 じて従えると思いや

すいようである。しかし，主が地上に予

言者を置かれたどの時代もそうであっ

たように，私たちの遭遇する大きな試

練は，主の生ける予言者の言葉をよ く

聞き，今の時代に与えられる勧告と指

示に従 うかどうか ということである。

「われ らアブラハムの子 と，ユ

ダヤ人はエホバに言えり。

われ らみ父に従い，ゆず りを受

けんと。

されど主イエスの口よ り，叱責

のむち飛びて，

汝 ら従 うべ く名を連 らねた者の

子

アブラハムの子孫とあ らば，そ

の道を歩み，父祖の天罰の固き

鎖より逃れいでたるものを。

われら聖見者モーセと古えの予

言者を持てり，

かれらが言葉は金銀の宝。

.されど主イエスの口より，荘厳

な声いでて，モーセに向かわば

かの言葉を聞け

大いなる値の報いを得べし

モーセわが降臨 とわが地上の業

を告げたればなり。

われ らならうべきペテロとパウ

ロを持て りとおのれの神をあが

めつつ信者は言 う。

されど生者 と死者 との主な・るお

方はか く言われる。

汝の時代の予言者，かの教師た

り聖見者たる者の手に

われ鍵を渡 しぬ と。

み父のみ旨にかなわんため，汝

ら彼 らに頼れと。

一 フ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ソ キ ー

この通 り，私たちの時代に地上の神

の王国，教会を管理する謙遜な人々は，

古えの使徒や予言者 と同 じく，この末

日に地上の王国を導 くたあに神より選

ばれた人々である。スペーサー ・W・

キソボール大管長，N・ エル ドソ ・タ

ナー副管長，マ リオソ ・G・ ロムニー

副管長のそばでほぼ毎日を過ごす私た

ちは，彼 らが下す裁断の知恵と判断に

目をみはり，彼 らがかつての大管長会

ペテロ，ヤコブ，ヨハネと同等の義の

説教者であると悟るのである。

地上の主のみ業を導 くこれらの兄弟

の召 しが偶然ではあり得ないと，申し

あげてよろしいだろうか。主の力がそ

こにある。主は初めから終 りまでご存

知である。主は救いの計画を定め，主

の永遠の福音がアダムからジョセフ ・

ス ミスまでの各神権時代に人に啓示さ

れるよう，命 じられた。そして，全能

の主は，主のみ名によって働き，すべ

ての神権時代に主の言葉を世界に伝え

る予言者 と使徒 とを選ばれる。主のみ

業に働 く人々を選び，予任される。彼

らを時をはか らって地上へ送 り，み手

により絶えずこの世の用意をさせ，そ

して，創世の以前に受けるべ く予任さ

れたその役職に召すのである。

スペソサー ・W・ キソボール大管長

を，主の民の指導者となるべ く用意さ

れ，予任 され召 された者の典型 として，

説明させていただきたいと思う。彼は

まことに，信仰の家で生まれた。キソ

ボー一ル大管長はイサクとアブラハムか

ら霊的資質を受けついだヤコブのよう
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に，現在の使徒の管理職に備えて才能

や資質を生まれつき授けられていた。

しか し出生以前には， この世での準

備以上のものがある。彼はゆえあって

信仰の家に生まれた。彼が光 と真理 と

救いの 牧者と して 民の間に 立つ準備

は，この世だけに限 られなかった。事

実，彼は地の基が据え られる以前に召

され，選ばれ，予任された神の霊の子で

あり，神御自身が臨席されたかの前世

の大会議に，私たちの眼前でもくろま

れ，約束されたその使命を，彼は今 こ

そ果たしているのである。

ジ ョセフ ・ス ミスは言 った。 「世の

人々に導きと恵みを施す召しを持つす

べての者は，この世界のできる以前，

天上の大会議でまさにその目的のため

に聖任された。」また予言者は自分につ

いてこう語 った。「私は，自分があの大

会議で，実にこの役職に聖任されたの

だと思う。」(π αc加η8●げ 訪θP7qρ〃吻

ノ∂Sθ助S厩 魏 「予言者ジ ョセフ ・ス ミ

スの教え」〔英文〕P.365)キ ソボール

大管長は今やジ ョセフ ・ス ミスの着た

外套をまとい，同一の予任の律法の翼

下に入ったのである。

かの会議の場にいた私たちの父アブ

ラハムは，前世の霊の軍勢を示現に見

る祝福を得た。彼はこのように告げた。

「これ らすべてのものの中には，高貴

にして偉大なるもの多 くありたり。」そ

の霊は 「善 し」 と言われている。(ア

ブラハム3：22)ア ブラハムは，永遠

の父なる神がその力ある者たちの 「中

に立 ちて」，「これらの者を わ が 統 治

者となさん」， 「アブラハムよ，汝は

これらの者の一人なり。汝は生れざる
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前 に選 ばれた り」と言われ たのを見 た。

(ア ブ ラハ ム3：23)

ア ブ ラハ ムが そ うであ るよ うに，す

べ ての予言者 は，またその ことに関 し

て責任 の違 い こそあれ，イス ラエル の

全家 ，主 の地上 の教会 の全 会員 は，皆

予任 の祝福 にあずか ってい る。

エ レ ミヤ に主 は言 われた。 「わ た し

はあなたをまだ母 の胎 につ くらない さ

きに， あな たを知 り， あなたが まだ生

れない さきに， あなたを聖別 し， あな

たを立てて万国 の預言者 とした」。(エ

レ ミヤ1：5)

こ の世で メル ケゼデク神権 を受 ける

者 はすべて， アル マが教 えるよ うに，

「神 の先見 の明 によって創世 の前 か ら

すで に選んで備 えておかれた。」なぜな

らば，彼 らは前世で高貴 に して偉大 な

るものだったか らであ るσ(ア ルマ13

：3)

ま た，パ ウロは この予任 の律法 を選

びの教義 と呼 び，それによ ってイス ラ

エル の全家 に，「子 たる身分 を授 け られ

る ことも，栄光 も， もろもろの契約 も，

律法 を授 け られ ることも，礼拝 も，数 々

の約束 も」与 え られ ると言 ってい る。

(ロ ーマ9：4)パ ウ ロは，忠実な教

会 員，すなわ ち 「神を愛す る者 たち」，

「ご計画 に従 って召 された者 たち」が

「御子のかた ちに似 たもの と」な って

「キ リス トと共同の相続人」 とな り，

御父の王国で永遠の生命を得 るよ う予

任 されてい る と述べてい る。(ロ ーマ

8：17，28)

彼 は また教会員 につ いて，神が 「み

まえ にきよ く傷の ない者 とな るよ うに

と，天地 の造 られ る前 か らキ リス トに

あってわたしたちを選び」，養子縁組

に よって イエス ・キ リス トの 子と な

り，この世では 「罪過のゆるし」を受

け，来たるべき世では永遠の栄光を受

けるように予任されたと言 っている。

(エペソ1：7)

私たちの持つ古代，近代の聖典には，

神の先見の明により，この世での特別

な働きに召された人 々や，イスラエル

の家系に生まれ，良き羊飼いの声を聞

いて地上の主の羊の群れに入 る雄々し

い人々への約束など，ξちらも予任の

律法についての記述が多い。

キ リス ト御自身が，予任された予言

者の典型と言えよう。キ リス トは永遠

の会議で救い主，瞭い主として選ばれ

牟。ペテロはキ リス トを，時の絶頂に

無寵永遠の賎いをなし遂げるために来 .

るべき御方として， 「きずもしみ もな

い小羊………キ リス トは，天地が造 ら

れる前か ら，あらか じめ知 られていた

(予任されていたの意)」(1ペ テロ

1：・19，20)と 語った。4千年間，すべ

ての予言者はキ リス トの来臨を証 し，

その慈悲 と愛を声高 く告げた。

「肉体に宿 りたもう」(1ニ ーファ

イ11：18)主 の母マ リヤ，イスラエル

に導きと恵みを施 した偉大 な予 言 者

モーセ，使命を帯びて世の終 りの示現

を見た黙示者 ヨバネ，回復の予言者，

聖見者ジ ョセブ ・ス ミス，彼 らは皆こ

の世の務めに携わる何百年，何千年前

か ら指名 されていた。予任された働き

は，あらかじめ知 られ，計画されてい

たからである。

バプテスマの ヨハネや古代の十二使

徒やコロソブスのなすべきことは前 も
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ってすべて知 られ，準備が整え られた。

しか しこれ らは皆，単なる青写真であ

る。主のみ業はすべてあらかじめ計画，

準備されており，そのみ業に召され，

選ばれた人々はまず前世で，それから

なお誠実かつ忠実であるならば再度 こ

の地上で，主から任命を受けるか らで

ある。

では，これか らという時代に主を代

表して王国を管理すべ く主に選ばれた

者，すなわちこの教会め大管長はどう

であろうか。彼は，実際忠実な先祖の

末と言うにはあまりあるものである。

彼 は事実神の息子であり，全能者の霊

の子である。彼は永遠の御父 と共に住

み，その面を見，声を聞き，とりわけ

重要 なことにはそのみ言葉を信 じ，そ

の律法に従ったのである。'

従順により，一・致により，自己の義

しさによって，選ばれ し愛子のあとを

継 ぐべ く選ばれたゆえにゴスペソサー

・W・ キソボールは前世において高貴

にして偉大であった。彼は他のすべて

の才能に まさって 霊性の 賜を伸ばし

た。信 じる才，真理を受け入れる才，

正義を求める才を。

彼 は， 「神の如き者」(ア ブラハム

3：24)主 なるエホバを知 り，礼拝 し

た。彼はアダムとエノクの友であった。

ノアやアブラハムか ら助言を受け，イ

ザヤやニーファイと会合 した。彼は，

天 の王国でジ ョセフ ・ス ミスやブ リガ

ム ・ヤソグと共に仕えた。

前世は遠 く離れた神秘な場所ではな

い。私 たちは，慣れ親 しんだ私たちの

父の永遠の家を離れて，わずか数十年

しか経っていない。私たちは皆，永遠の

霊が土の幕屋に住まいを得る以前に，

主のみ業のため共に働いた友や仲間た

ちと薄い幕によって隔てられているに

過ぎないのである。

私たちがかの地での交わりを思い出

さないように幕が引かれたことは事実

である。 しか し私たちは，永遠の御父

があらゆる力，あらゆる勢力，あらゆ

る支配，あらゆる真理を持ち，自らも

家族の単位の中に住んでおられること

を知っている。また私たちが，神の形

にかたどって造られ，神のようになる

力と能力を授けられた神の子供である

ことを知っている。また，主が私たち

に自由意志を与え，従順によって永遠

の生命が得られる律法を定め られたこ

と，かの地で私たちには友や仲聞がい

たこと，さらに，私たちは最も完全な

教育機構の中で教えられ，訓練された

こと，主の永遠の律法に従順であった

ため数え切れないほどに多種多様な才

能を伸ばしたことを知っている。

そしてそこから，予任の教義が出て

くる。私たちは地上に来るときに，前

世で律法に従順であったために得た才

能や能力を携えて来 る。モーッアル ト

は 音楽的才能を 持って 生まれた ため

に，8歳で ソナタを作曲した。メルケゼ

デクは，「子供の時に神をおそれ，獅子

の口をとどあ，猛火を消した」(霊 感

訳創世14：26)ほ どの信仰と霊的能力

を備えて，この世に生まれました。他

方，カイソはルシフェルに似て，初め

からいづわり者であり，この世では，

「汝は 『滅亡』 と呼ばれん，汝 もまた

この世の前より在 りたればなりJq(モ ，

一セ5：24)と 言われたのであるg

これが予任の教義である。，選びの教.

義である。主が地上で特定の人々を選

び，愛ざれたことのわげはこれであり.

主が 「わたしの羊はわたしの声に聞き

従 う。わたしは彼 らを知っており，彼

らはわたしについて来 る。わたしは，

彼 らに永遠の命を与える。・……」(ヨ

ハネ10二27，28)と 言われたことのわ

けはこれである。このすばらしい真理

を知 った私たちには，キ リス トのくび

きを負い，戒あを守 り，喜ばれること

をして主に従 うという責任が，他のど

の民にもまして，重 くかかって くるの

である。もし私たちが主を愛し，主に仕

えようとするならば，主がみ言葉を教

えようと遣わされる使徒や予言者の言

葉に心を向けるであろう。

現代の世の中が必要 とするのは，主

が予言者を送ってみ旨とみこころを啓

示することではない。主はすでにそれ

をなされた。私たちには予言者があり、

私たちは霊感のみたまを持つ大勢の人

によって導かれている。現代が実に必

要 とするのは，人が聞 く耳を持ち，予

言者の口か ら出る言葉に心を留めるこ

とであるα

イスラエルに予言者のあることを，

神に感謝 し，ほめまつらん。

聞 く耳を持ちゴ'圭の予言者の声に心

を留めるよう，願いたてまつらん。 .

神がみたまを私たちに注ぎたまい，

それにより，大いなる末 日の業の神性

と真実 とを知 り得 ることを，神に感謝

したてまつ らん。その永遠の真理をイ

エス ・キリス トのみ名により証申し上

げる。アーメソ。，

1974年4月6日 日曜 日午後の説教
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誠 に 然 り 「ア ー メ ン」

キンボール大管長は主の代弁者である

マ 」 ク ・E・ ピ ー タ ー セ シ

十二使徒評議i員会会員

30有余年にわたる十二使徒としての

任務を通 じて，彼の示 した驚 くべき精

力，み業に傾ける並 々ならぬ熱意，無

私の態度，神の王国建設 に寄与して祭

壇の前に自己をすべて捧げたその決意

は，彼を教会全体に知 らしある所以と

なっている。

彼の献身は尽 きることを知 らない。

彼はまさしく聖別 された主イエス ・キ

リス トのしもべである。彼の健康は奇

跡的な回復を遂げ， この偉大なる任務

を遂行することを可能にした。 このよ

うに彼が癒されたことは，彼の召しが

神か らのものであることを示す明白な

証拠であり，神のみ業である。

主か ら授けられた奇 しき力を行使す

るに当たって，彼は決してその力の根

今大会においてプ私たちは正式 に末

周聖徒イエス ・キ リス ト教会の新しい

大管長をその職 に任じた。まさに重要

な由来事である。圏
しごれは
，144年 にわたる教会歴史の

中でもわずか珍回行 なわれたにすぎな

い。今朝タパナクルで開かれた聖会で，

スペソサー ・W・ キソボ}ル 大管長は

教会の大管長，主の予言者，聖見者，

啓示を受ける者 として支持の挙手によ

り受け入れ られた。

支持の挙手は満場噌致でなされた。

そこにはまた聖霊の確認があり， この

壮大なタバナクルに集まっていただれ

もがその聖 なる力を感 じた。ラジオや

テレビで聖会の進行状態を見聞きして

いた人もまた同様の経験を したことで

あろう。そしてモーセの時代の如 く，

「民はみなアーメソと言」ったのであ

る。(申命記27章 参照)

何 とすば らしい人物が選ばれたこと

か。こ'の数年十二使徒評議会を導き，

またハロル ド・B・ リー大管長の死後

今大会に至るまでの間，十二使徒評議

員会の決議によって教会の大管長とし

ての任を果たしてきたその人は，今や

ここに神の命 じられた霊的指導者，主

のみ言葉と主のみこころを釈き示す者

として教会員の支持の挙手を受けるに

至ったのである。

彼はこの高貴な役職を非常に謙虚な

面接で受け入れた。謙遜な人でf替越な

所はないが，彼は 「堅固 な や ぐ ら」

(詩篇61：3)で あり，何でも積極的に

行ない，先見の明を備えた人，そして

あらゆる点で行動の人である。'

聖会で支持の挙手をする十二使徒評議員会

七十人最高評議員会による支持の挙手
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源を忘れることがな く，主のみこころ

が何であるかを知 り，そのみこころを

実行 しようと常に努める。

キソボール大管長は，その非常な熱

意と精力もさることながら，彼は親切

で哀れみ深 く柔和であって，人を助け

たいという気持にあふれた，完壁なキ

リス ト教徒である。そして人に新たな

光を投げかけ，新たな希望を与え，人

が主の道に立ち帰ることができるよう

著わした書物を通して，また数多 くの

道を踏み迷った人々一人一人の手を取

り，救いの道へ と導いてきた。

正すことが必要とされ，彼自身その

必要性を認あたときは，常に愛 と親切

に満ち，温かい同情の手を差 し伸べ，

しかも正義に堅 く立ちながら，人々を

正してきたのだった。

困難な仕事に直面 したとき，特に今

度の 責任は最 も困難 なもので あろう

が，彼は決して責任か ら逃避せず，信

仰 と祈 りと彼の高貴な人格に備わる力

のすべてをもって立ち向かってい く人

である。その結果，み業は止まることな

くしかも適切に行なわれるのである。

彼は常に自分の力の限界を気に留め

なが らも， この業が神のみ業であり，

主は謙遜な人々を用いて主の目的を成

就されるということを知 っている。

キソボール大管長は，ニーファイの

言葉に確固たる信仰を抱いている。「…

…私は，主が命 じたもうことに1ま，人

がそれを為 しとげるために前以てある

方法が備えてあり，それでなくては，

支持の挙手をする大管長会

主は何の命令 も人に下 したまわないこ

とを承知 しているか らである」(1

ニーファイ3：7)こ の聖句は彼の信

仰の拠所となっており，成功の秘訣 と

なっているのである。

主の計画はこれまで同様，今後も進

行するであろう。なぜなら全能の神は，

日々スペソサー ・W・ キソボール大管

長を導き，彼を通して働かれるか らで

ある。主のみ業は決して衰微せず，他

の民に渡 されることもない。

今日，教会員が全員一致で新 しい大

管長を支持したとき，彼 らは大管長に

従 うという誓約をするに当たって非常

な責任を引き受けたばかりか，回復さ

れた主イエス ・キ リス トの福音のきわ

めて大切な原則を擁護したのである。

彼 らは，神とタバナクルをはじめラ

ジオ，テ レビの放送網を通 じて集った

数十万に達する証人の前で，支持の挙

手をすることにより誓約を交わしたの

である。

大管長を支持するとき，私たちは彼

の指示 に従うことに同意する。彼は今

日の主の代弁者であり，これには非常

に重要な意味がある。予言者ジ ョセブ

・ス ミスの時代 にこの問題が持ち上が

ったとき，主は教会の指導者について

次のように言われた。

「……また聖霊によりて感ずるまま

に語 るべ きことは……

およそ聖霊に感 じたる時語 るところ

はことごとく聖典の言 となり，主の意

となり，主の精神 となり，主の言 とな

り，主の声 となり，世を救いに導 く神

の能力となるべ し。」)(教義 と聖約68：

3，4)

教会員として新 しい大管長に支持の

挙手をすることによって，私たちは彼

が与える永遠の生命の言葉に努めて留

意するとい う神聖な誓約に身を委ねた

ことになる。

主は近代の聖典の中で こう言ってお

られる。 「汝 ら神の口より出るすべて

の言によりて生 くべければなり。」(教

義と聖約84：44)
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では，どのようにしてその言を受け

るのだろうか。それは，むろん神の予

言者を通 じてである。

世の始めか ら神はその方法をとって

こられた。アモスへの啓示で主は言わ

れた。 「まことに主なる神はそのしも

べである預言者にその隠れた事を示 さ

ないでは，何事をもなされない。」(ア

モス3：7)

これは旧約聖書の中で主が示された

方法であったが，新約聖書の時代 も同

様であり，また今 日も然 りである。

144年 前教会が設立 されたとき，主

は原則を回復 されることによってこの

意味を明らかにされ，この地上におけ

る主の教会の指導者が主の代弁者であ

って，人を自分に従わせようとして自

己推薦をするような人ではないと言わ

れた。

1830年4月6日 ，主は新 しく任命さ

れた教会の大管長について，大管長は

また主の代弁者であると告げ られた。

その後，主はジ ョセフ ・ス ミスを予

言者，聖見者，啓示を受ける者 としても

指名された。このようにして，主は次の

ように教会員を命 じられたのである。

「この故に汝 ら教会員は，彼が上よ

り受 くるままに汝 らに与うる誠命と彼

の言とを皆心にとめてよ く聞き，わが

前に全 く聖 き道を履むべきなり。

そは彼の言は，汝 ら全 き忍耐と信仰

とを以て，あたかもわが口より聞 くが

如 くに これを 受け入 るべき なればな

り。」(教 義と聖約21：4，5)

続けて，主はこの命に従 う者に大い

なる約束を与えて言われた。

「これ らのことを為さば，地獄の門

も汝 らに打勝たざるべ し。而して，誠

に主なる神は汝 らの前より暗闇の力を

追い払い，汝 らの為と神の御名の栄光

のためにもろもろの天をも震い動かし

あん。」(教 義と聖約21：6)

一体この約束以外に何を求めること

があろうか。この聖句は，大切な原則，

すなわち私たちが今日の支持の挙手か

ら学ばなければならないもうひとつの
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訓戒を思い起こさせるものである。そ

れは，この地上におけるキ リス トの教

会の長たる者は一時代にただひとり存

在し，彼 は今日のキソボール大管長と

全 く同様に選ばれ支持されなければな

らないということである。だれもこの

召しを自分で得ることはできない。大

管長はアロソの場合のように，神の召

しを受けなければならないのである。

(ヘブル5：4参 照)

主は任命を秘密にすることは許して

おられない。正当な手続 きを踏むため

万事は公に，しかも人々の支持の挙手

によって行なわれる。主は言われた。

「……およそ誰か権威ある者より聖職

に按手任命され，またその者の権威を

有てることと，教会の長たる者たちよ

り正式の按手聖任を受けたることとが

教会員の知るところにあらざれば，何

人といえどもわが福音を宣べんために

出て行 くこと，または教会を創立する

ことを許されざるべ し。」(教 義 と聖約

42：11)

主は続けて言 っておられる。 「すべ

てのことは………各教会各々の全体一

致によりて為 さざるべか らず。」これは

衆知 ということ，また支持の挙手によ

るとい うことを表わしている。

さらに主は， 「正式に組織せられた

るわが教会支部のある所にありては，

何人 といえどもその教会支部の支持の

挙手によらず してはわが教会内のいか

なる職にも按手聖任 さるる能わず。」

(教義と聖約20：65)と 言われた。

また，次のようにも言われた。 「わ

れ今汝 らに一つの命令を与 う。すなわ

ち汝 ら須 らくこの職を 全部充たして

わがその名を挙げたる人 々をわが一般

大会において承認すべ し。然 らずんば

これを否認すべきなり。」(教 義と聖約

124：144)

この原則は，あらゆる種類の熱狂家

や偽りの教師，指導者を排除するもの

である。そして，教会にあって指示す

る者の声に明 らかに唯一つであり，そ

れは啓示によ り，また教会の総大会で

1難
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人 々の支持 の挙手 を受 け正式 に逮 ばれ

た予言者，聖見者 ，啓示 を受 け る者 の

声で ある とい うことに主 の民 の注 意を

喚起す るもので あ る。

今 日， その人 はスペ ソサー ・W・ キ

ソボールで ある。

ジ ョソ ・テ イラー大管長 は，大管 長

を支持す る ときの進 め方 につ いて次 の

ように述べてい る。 その方法 はま さに

今 日，私 たちが とったも の で あ る。

「これは，古代 イス ラエル の民 の間 で行

なわれていた と同様，主が シオ ソの民

に制定 された規範で ある。'∴・… これは

神のみ声で あ り，民 の声で ある。」(7!加

Gosρ ♂ κ勉g40〃zr福 音 の王国」〔英文〕

P.143)

ブ リガム ・ヤ ソグ大管長 は この件 に

ついて討 議 した際， さらに次 のよ うに

語 った。 「(主)は ひ とりの予言者 の

口を通 じてのみ そのみ こころを民 にお

知 らせにな る。主が民 に啓示 を与 え，

新 しい教義を示 し，あるい は懲罰 を与

えよ うとす るとき，主は その職 に召 さ

れ按 手任命 され た者 を通 じて行 なわれ

る。」(1万scoκ7sθsげ β7忽乃α〃zyb〃 η9

「ブ リガム ・ヤ ソグ説教集」 〔英文〕

P，212)ま さ しくその人 こそ教会 の大

管長で ある。

ブ リガム ・ヤ ソグは さらに述 べてい

る。 「主 なる全能 の神が この教会 を導

いて お られ る。 あなたが たが 自らの義

務を遂行 して いるな らば，神 は決 して

あなたが たを迷 いには導 かれないであ

ろ う。」(「 ブ リガム ・ヤソグ説教集 」

P.212)

ビー バー ・J・ グ ラソ ト大管長 は述

べ ている。 「天父 の望 んでお られ ない

人が イエス ・キ リス ト教会 の長 になる

のではないだろ うか と思いわず らう必

要 はない。天 父の望んで お られ る人以

外 にイエス ・キ リス ト教 会 の長 に就 く

人 はいないか らであ る。」(G・ ホーマ

ー ・ダーハム編GO⑫ θ18如 η4α76S「 福

音の標準 」 〔英文〕， イソプール ブメ

ソ ト ，エ ラ，1969，P.68)

さて ，キソボール大管長 はどのよ う

な権能を持っているのだろうか。教会

の大管長である彼は，この最後の神権

時代，福音が回復されるにあたって天

使により予言者ジョセフ ・ス ミスに与

えられたあらゆる鍵 と権能を有 してい

る。大管長は権威 ある者の按手により

これらの権能を授けられた。ここで私

は繰 り返し申し上げたい。キソボール

大管長は，以前 あらゆる鍵 と権能を持

ち，キソボール大管長にそれ らを与え

る権威を有 していた人 々の按手によっ

てこれらすべての権能を授かったので

ある。

教会の歴代大管長はいずれも，すべ

ての鍵 と権能を有 してきた。だれもそ

れらな くして働 くことはできない。ま

た教会 も存続し得ないのである。

もし予言者 ジョセフ ・ス ミスがこれ

らの権能の鍵を墓に携え行ったのだと

すれば，今日どうして私たちはこの業

を遂行できようか。鍵 なくして主のみ

業は進まないのである。ジョセフ ・ス

ミスに与えられたすべての鍵 と権能は

教会指導者の手で絶えることな く保持

されねばならなかった。

もしジョセフが死者の救いの鍵を有

したまま世を去ったとすれば，私たち

はどうして神殿事業を行なうことがで

きるだろうか。

権威を持たずにどうしてあらゆる国

民，部族，国語，民族に福音を宣べ伝

えることができようか。

また，もし開拓者たちが神の権能を

有していなか ったとすれば，予言者イ

ザヤの予言を成就すべくなぜ この山の

頂に来て，この地に教会の本部を設置

したのだろうか。

救い主の再降臨に先立ち，やがて世

界中から主の民が集合するであろう。

イスラ論ル集合の鍵は，この鍵を保持

しそれをジ ョセフ ・ス ミスに託した予

言者モーセを通して私たちに伝えられ

たものであるが，主の民の集合もこの

鍵 なくしてどうして行なわれ得るだろ

うか。また，神の権能を持たずに世界

各地に教会のステーキ部を設立するこ

とがで きるだろ うか。

私 たちは，天使 によ って予言者 ジ ョ

セ フ ・ス ミス に与 え られ た種 々の権能

が教会 に あ り， 依 然 と して この教会

に存在 して いるととが容易 に理解で き

る。

神の権能 は常 にひと りの人 ，す なわ

ち予言 者，聖 見者 ，啓示 を受 ける者で

あ る教会の大管長 に委ね られて いるの

で ある。

これ に代わ る他 のいか なる方法 も存

在 しない。 なぜ な らこれ は主 の方法で

あ り，主が御 自分 の業 を指示 し，導か

れ る道 だか らで ある。

まさ しく アモス の言葉 は 真実 であ

る。 「まことに主 なる神 はその しもべ

であ る預言者 にその隠 れた事 を示 さな

いでは，何事を もなされない。」(ア モ

ス3：7)

ウ ィル フ ォー ド・ウ ツドラフ大管長

は次 のよ うに語 っている。 「イスラエ

ル の長老 たち，並 びに神 の聖徒 の皆 さ

ん ，私 はあなたが たが 召 しの尊厳 と神

聖 さに奮 い立 ち，自 らの職務 と誓約 を

完全 に実証 するよ うお勧 め したい。あ

なたが たの働 きによ って権威 を，鍵を，

そ して神権 を支持 しな さい。神の眼，

天使 の眼 ，人 の眼はあなたがたの上 に

注が れてお り，業 をな し終 えた とき，

あなたがたは正当な報 いを受 け るであ

ろ う。」(マ シアス ・F・ カウ リー編，

照∫1メ074砺004γ κプア 「ウィルフ オー ド

・ウ ツドラフ」， デ ゼ レ トニューズ

〔英文〕1909，P.657)

私 は贈 い主が生 きて お られ ることを

知 ってい る。贈 い主は親 しく，今 日私

が これまでお話 して きたことが真実で

あ ることを私 に知 らせて下 さった。天

、父な る神 は生 きて お られ る。 この教会

は生 ける神 の教会で あ り，救 い主 なる

イエスがみ業 を導 いてお られ る。キソ

ボール大管長 はま さし く主 の予言者 で

あ られ る。 この聖 な る証 のすべてを心

か らへ り くだ って，い と高 き主イエス

・キ リス トのみ名 によ り証 申 し上 げる。

、アー メソ。
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正 義 と 憐 れ み

「主 は， 愛 す る者 を，戒 め られ るか らであ る」

十二使徒評議員会補助

ジ ェ ー ム ス ・E・ カ リ モ ア

今 日私 は皆様 と共 に正義 と憐 れみの

原則 につ いて考えてみ たい と思 う。 こ

の話 を始 めるにあた り，私 はソ ロモン

の箴言を 冒頭 に読み， これをテ ーマ と

したい。

「わが子 よ，主の懲 らしめを軽ん じ

て はな らない。その戒めを き らって は

な らない。

主は，愛 す る者 を，戒 め られ るか ら

であ る。 あたかも父 がその愛 する子 を
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戒 めるよ うに。」(箴 言3=11-12)

主 は教会 の初期 の時代 ，なすべ きこ

とを怠 って いたあ る兄 弟たちに，注 意

を促 され た。また予言者ジ ョセ ブにも，

主 はこの よ うに述べ てお られ る。 「わ

れは汝 らの小児 たちを光 明 と真理 の中

に導 き来れ と汝 らに命 じた り。L

され ど，われ誠 にわが僕 フレデ リッ

ク ・ジー ・ウイ リヤムスに告 ぐ。・…・

汝 はいまだにわが誠命 に従 いて汝 の子

供 たちに光明 と真理を教 え居 らず， さ

れ ばかの悪魔 はいまだに汝を支配 し居

れ り，……

われ誠 に，わが僕 シ ドニー・リグ ドソ

に告 ぐ，汝 はその子供た ちに就 きいま

だにわが誠 命を守 らざるところ あり。

故 に，まず汝の家を整 うべ し。

わが僕 ニ ューエル ・ケイ ・ホイ ッ ト

ニー もまた必ず懲 しめを受 け
，その家

族 を整 うべ き ものな り。その家族 の者

共 を して，家 に在 りて必ず今一層勤勉

に事 にか かわ らしめ， また常 に祈 りを

な さしむべ し。然 らざれ ば，彼 ら今居

る所 よ り立 ちのか されん。」(教 義 と聖

約93：40-42，44，50)

予 言 者 ジ ョセフが不承不承， マーテ

ソ ・ハ リス にモル モソ経 の原稿 の一部

を渡 し， それ らが な くな った とき，主

は従順 でない予言者 を叱責 して次 のよ

うに言 われた。 「神の業，計 画， 目的

が破 れ，また水 泡 に帰す るは共 に有 り

得 べか らず。

神 は曲れ る道を歩 まず， また右手 に

も左手 にも曲 らず， また宣べ し事 と違

うところ な し。故 に，神 の道 は直 くし

てそのふむ道 は永遠 にかわ らぬ一 す じ

な り。

破 るるものは神 の業 にあ らず して人

間 の業 なるを決 して忘 るべか らず。

そは，た とえあ る人 多 くの啓示 を受

け多 くの大 いな る業 をなすべ き能 力を

有 つ とも， その人 己が力を 自慢 し神の

助言 を，無 に して己が意志 と肉体 の欲

とに従 わば，必ず堕落 して正義 の神の

怒 りを彼 の身 に招 か ざるべか らざれば

な り。

見 よ，汝，神 よ りも人 をおそれ しは

悪 しきことな り。人 々神 の助言 を無 に

しその言を軽んず とも，汝 はよ く忠信

な らざるべか らざ りき。 さ らば神 はそ

の腕を伸 し，悪 魔のすべ ての火矢 よ り

汝を助 け，なやみ の時 こ とご とく汝 と

共 に在 り しな らん。

され ど忘 るるなかれ，神 はいつ くし

み深 し。 この故 に汝わが与 えたる誠命

に背 け る行為を悔い改 め よ。然 らば汝

はなお選 ばれた る者 な るを失わず再 び

神 の業 に召 さるるな り。」(教 義 と聖約

3：1-4，7-8，10)

赦 しを構成 す る基本 的な概念 のひ と

つに，真心 か ら悔 い改 めて，正義を満

たす とい うことが あ る。そ うしては じ

めて赦 しが もた らされ得 るので ある。

「罪 を認 める許可証 な どあろ うはずは

ない。 あるの はけん責 に伴 う憐 れみだ

けで ある」 と予言者 ジ ョセブは述べて

い る。(.Z)oo〃〃zθ撹αη π誌'07二yρ∫ 魏θ

C肋7cの 「教会歴史記録」5巻 〔英文〕



P.24)

ま たキ ソボール大管長 は このよ うに

語 ってい る。 「自分 の罪 を悔 い改 めず

に， ただひ たす ら主 の憐 れみにのみす

がろ うとす る人が大勢 いる。 ……主 は

憐れみによ って正義を和 らげ るが，憐

れみを もって正義 に代え るよ うな こと

は決 して されない。憐れみは正義を押

しのける ことができない。神 は憐れみ

深 いお方 であるが ，同時に正義のお方

で もある。」(ス ペソサー ・W・ キソボ

ール7%θ 弼 短oZθoゾFo7劇oθ πθ∬r赦

しの奇跡」 〔英文〕P.358)

正 義 が永続 する ことについて，神の

律法 は， 「神 は侮 られ るよ うなかたで

はない。人 は自分 のまいた ものを，刈

り取 ることになる。」(ガラテヤ6：7)

と明 確 に述べて いる。

イエス ・キ リス トの福音 は人 々に救

い と恵みを もた らす律法 を基 としてい

る。そ して，主が私 たちに与 え られ る

す べての律法 には，それを破 った際の

罰が付随 してい る。予言者 プルマ は次

のよ うに この点 を明 らかに してい る。

「人が罪を犯 さなか ったな らば，どうし

て悔 い改 め ることがで きよ うか。律 法

が なか ったな らば どうして罪 を犯 す こ

とがで きよ うか。罰 を定 めなか ったな

らば， ど うして律法が あ り得 よ うか。」

(ア ル マ ：42：17)

ス テ ィーブソ ・：L・ リチ ャーズ副管

長 は， 「救 い主 は，律法 を廃 す るため

でな く，律法を成就す るたあに降臨 し

たことを宣言 され た。 しか し，律法 に

関 して，主 は律法の執行 を和 らげ，罪

を犯 した者 に悔 い改 めによ って赦 しを

得 る希望 と励 ま しを与 えるため，憐 れ

みの原則を ももた らされ たのであ る」

と述べてい る。(「 大会報 告」1954年

4，月 〔英文〕P.11)

教 会 内外の人 々が救 いを得，尊敬 を

得 るには，教会管理 につ いて神 よ り与

え られた律法を支持 しな けれ ばな らな

い。教 会の監督は，民 の判士で あ り，

副監督 と共 に，管轄 内で起 きた重大 な

背 罪を裁 く権限を与え られてい る。 そ

の他の審理については，ステーキ部長

の指示のもとに高等評議員会法廷で行

なわれる。これらの判士は，教会の律

法に違背したすべての審理を，憐れみ

と正義に基いて行なうよう求められて

いる。

神権指導者が見極あ，背罪者が悟 る

上で，最もむずか しい問題に，以下の

事柄があることを私は承知 している。

すなわち，いつ悔改めがその実を結ぶ

のか。いつ，正義の要求が満たされる

のか。いつ，憐れみの原則が及ぼされ

るのか。私はこれ らについてアルマの

言葉ほど，はっきりした解答はないと

考えている。

「ごらん，これによって正義はその

一一切の要求を満たすことができ，憐み

を受けるに足る一切の人々に憐みが及

ぶ。それであるから，真心から悔い改

める者のほかには誰 も救われることが

できない。

お前は憐みが正義の働 きを奪うこと

ができると思 うか。私は自分で答えよ

う。いや，少 しも奪 うことが で き な

い。もしそうでないならば神は神たる

資格がな くなるのである。」(ア ルマ42

：24，25)

このように，重大な背罪を犯 した場

合 には，適切な行動をとる必要がある

ことが論理的に説明されている。教会

を清浄化 し，個人が完全に悔い改める

ことができるように援助する必要があ

るのである。

リー大管長は1972年 に教会幹部 に向

かって次のように述べている。 「さて

これは罪を犯した者に私たちが背を向

け る と い う意味ではない。…私たち

はそのようにはしない。そのようにし

ようとしてはならないのである。父親

のごとく，時には叱り，罰を与え，そ

ののち，彼 らに愛を示すべきである。

これが主の教えであり，私たちは愛と

親切の気持をもってこれを行なわなけ

ればならない。大 きな罪を犯した人の

うち ある者は 自らを 正す ことが でき

，ず，主のみたまを失ない，サタソに打

ちのめされるまで悔い改めることがで

きない状態にあると私は考えている。」

(神権管理会において，1972年3，月1

日 〔英文〕P.ユ2)

スティーブソ ・L・ リチャーズ副管

長はかつて次のように述べた。 「この

義務を見すごしにし，違背 した者を寛

大に見のが し，ごまかして，一体教会

にとってどんな良いことがあり，過ち

を犯 した人に実際どんな利益があると

いうのだろうか。裁きを任せ られた判

士はこのようにして人々を悔い改めと

赦 しの道を歩ませることができるとい

うのだろうか。」(「 大会報告」1954年

4，月，P.11)

主の律法を破った人の多 くは，それ

ぞれ教会法廷に召喚され，その背罪に

対 して適切な判決を下 されるとき，不

条 理 な扱 いを受けたと考る。教会員

を守護 し，重大な背罪に判決を下す責

任のある神権指導者の多 くは，法廷の

召喚や判決を遅 らせ，罪を犯したのを

そのまま赦 されるような立場に置こう

としている。適切な行動をとらずに親

切 と考えていることが，実は最 も不親

切なことなのである。

リー大管長は述べている。 「私たち

は，悔い改あない罪人に一一見慈悲と思

われるものを与え，真の悔い改めの基

本となる正義を奪い取るようなことに

なってはな らないのである。」(「 堅固

な家庭」1973年 ，P.5)

では，どのよ うに赦 しがもたらされ

るのだろうか。いつ悔改めが認め られ

るのだろうか。

聖典で「救を得 させ る悔改めに導 く」

といわれている神のみこころにそった

本当の悲 しみが，悔改あの第一歩であ

る。(皿 コリソ ト7：10)， そ して，

神のみこころにそった悲 しみのあとに

は，罪の告白が来る。これは，悪行を

自ら認めることによってこうむった苦

しみから逃れたいと思う，心から、の願

いから出る。自らの謙遜と，罪を償 う

決意を表わすために告白が必要なので

ある。
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ではだれに告白すべきなのか。 リチ

ャーズ副管長の言葉を引用 しよう。 「

言うまでもな く，主の律法が破 られた

のだか ら，主に対 してである。そして

苦 しめた人に対 してである。その際，

もし必要な らば相応の償いを しなけれ

ばならない。そして次に，主の代表者

イスラエルの判士として主より任 じら

れた人，すなわち，罪を犯 した人が生活

し，王国の会員権を有する教会の管理

権を持つ主の代表者に対 してである。」

(「大会報告」1954年4月 ，P.11，12)

告白に関連 した事柄に，観察もしく

は実証がある。主はこう述べてお られ

る。 「人罪を悔い改めしや否やは，見

よ，彼は自らこれを告白しその罪を捨

つべければ，その悔い改めたることは

己を治 め自己を信頼 で きるよ うにな っ

てい るか どうかを見極 め させ ることが

で きる。第二 に，判士 たちは，その人の

悔い改 めが真正の ものか どうか，再び

信頼 を得 るに足 る人物にな ってい るか

どうかを，正確 に評価 す ることがで き

る。」(「大会報 告」1954年4月 ，P.12)

確 か に，「主 は，愛 する者 を，戒 め ら

れ るか らで ある。 あたか も父が その愛

す る子 を戒 めるよ うに。」(箴言3：12)

「神 はそのひ とり子 を賜 わ ったほ ど

に，この世を愛 して下 さった。それは御

子 を信 じる者 がひ とりも滅 びないで，

永遠 の命を得 るためであ る。」(ヨ ハネ

3：16)

も しイエス ・キ リス トの腰 罪がなか

ったな らば，人 は赦 しを得 ることが な

タバナクルの時計

これ によ りて知 るを得べ し。」(教 義 と

聖約58：43)

判 士 は正 しい悔い改 めを行な ってい

ることを どのよ うに して知 ることがで

きるだ ろうか。悔い改 めを実 践 してい

る人で も，耐え きれずに また罪を犯す

こともあるか も しれない。だが，リチ ャ

ーズ副管長の言葉を借 りれ ばこ うで あ

る。r赦 しを求めてい る者 に，一定の試

しの期間を経過 させ るべ きで ある。 こ

の試 しあるい は観察 にはふ たつの 目的

が ある。第一は，罪 を犯 した人 は，な お

も襲いかか る誘惑の中 にあって も， 自
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い。イエスは私たちが悔い改めること

を条件に私たちの罪をその身に引き受

けて下さった。私たちは，たとえ憐れ

みを受けても，正義を満たさねばな ら

ない。主は罪の うちにある私たちを救

うことができないか らである。

アルマはその息子 コリアソ トソに，

憐れみと正義の原則における神の役割

について説明 している。

「しか し，律法があるか ら， これに

つけて罰が定めてあるばか りでなく悔

改めもまた許されている。憐みは悔改

めを要求する。そうでなければ，正義は

人に要求 して律法をきびしく行い，律

法はこの者に罰を与える。もしそうで

なければ，正義の働きは空 しくなり，神

は神たる資格がな くなるのである。

しかし神は神たる資格を失いたまわ

ずに憐みは悔改めをする人々に及ぶ。

このような憐みは身代 りの賄罪が生ず

るものであって，身代 りの購罪によっ

て死者の復活が起 り，死者の復活によ

って人は神の御前に復 るこ とが で き

る。このようにして，人は律法 と正義

とにより，それぞれの行いに従 って裁

判されるために，元の通 りに復 されて

神の御前に行 くのである。

ごらん，これによって正義はその一

切の要求を満すことができ，憐みを受

けるに足 る一切の人々に憐みが及ぶ。

それであるから，真心か ら悔い改める

者のほかには誰も救われることができ

ない。

お前は憐みが正義の働きを奪 うこと

が できると思うか。 私は 自分で答え

よう。いや，少 しも奪 うことができな

い。もしそうでないならば神は神たる

資格がなくなるのである。」(ア ルマ42

：22-25)

予言者アルマはアミュレクの言葉を

説明 した際，次のように述べている。

「……汝 らもし悔い改めてその心をか

たくなにせずば，われはわが生む独子

によりて汝 らを憐むべ し。

よりて悔い改あてその心をかたくな

にせざる者は，わが生む独子によりて

罪の赦 しを得さする憐みを求むる権利

を受 く。かかる者はわが安息に入るこ

とを得。」(ア ルマ12：33，34)

願わ くは，私たちが福音のもたらす

恵みを享受できるように。 この偉大な

業が神の業であることを証 し，イエス
・キ リス トのみ名によって申し上げる

ア ー メ ソ 。

1974年4月5日 金 曜 日午 後 の 説 教



永 遠 に 続 く

神は 日の光栄の結婚よ り，

義人 に永遠の愛 と永遠の家

族関係を約束された。

十二使徒評議員会会員

ゴ ー ド ン ・B・ ヒ ン ク レ ー

愛する兄弟姉妹，主のみわざのたあ

日本の北から南まで何千キロを，共に

旅して歩いた友人の渡辺罐兄弟が捧げ

た開会の祈りを，私は感謝 している。

また，ブリガム ・ヤソグ大学の神権者

のコー・ラスを聞いて，霊感を受けた。

彼 らの声には，心を打つ美 しい何か

がある。聖なるみたまが私を導いて下

一さるならば，私の席の後方 にすわる彼

らにも，私の言葉を捧げたいと思 う。

そして同時に，全教会の若人たちに語

結 婚

りたい。

この地で は，季節 は 「若者 の空想が

愛 の思 いに向か う」(ア ル フ レッ ド・

ロー ド ・テ ニスソ 「ロックス リー ・ホ

ール」)春 で ある。そ して今 は4月 ，

若者 と乙女が6月 の結婚を夢み るとき

で ある。

初 めに，ふ たつの経験談 をさせ てい

ただこ う。

ひ とつはつい先 頃，建 造 あ らたな ワ

シソ トソ神殿 での出来 事で ある。その

折 り，大 勢の新聞記者がつめかけてい

た。他の教 会の建物 と概念や 目的が違

い，神聖な内部 に入 ることので きる人

も異な ってい るこの美 しい建物 に，彼

らは好奇心 を抱 いて いた。

建物が主 の宮居 として奉献 されてか

らは資格 あ る教会 員 しか中に入 れない

が ，奉献 しない うちは1ヵ 月 ない し!

ヵ月半 の間，内部全体 をだれで も見学

できること，また，私たちは神殿を世

間の目か ら隠すつもりはないが，神殿

が奉献されたあとは非常に神聖なもの

と考えるので，清い生活 と教会の標準

をきちんと守 っていることが神殿に入

るための資格 になると，説明した。

私 たちは神殿を建てる目的について

話 し，私は特に，思慮深い男女の心に

訴えるはずの永遠の結婚という目的を

強調 した。その時に，1958年 のロソ ド

ソ神殿公開 日のある経験を思い返 した

ものである。

その折 り，興味を抱いた熱心な人々

が建物に入ろうとして何千人 も長蛇の

列を作 っていた。交通整理にあたった

警官が，英国人がこんなにして教会へ

入 りたがっているのを見るのは初めて

だと語った。

建物の見学者は最後にまとめて質問

するようになっていた。私は夜だけ，

宣教師 と一緒になって質問者と話をし

た。ある若夫婦が神殿の正面階段を降

りてきたときに，何かおわかりになら

ないことはありませんかと尋ねると，

女性が率直に答えた。rえ え，ある部

屋でr永 遠の結婚』 と，ガイ ドの方が

説明 していましたが，それはどういう

ことですか。」そこで，私たちは門の近

くのか しの大木の下のべソチに腰かけ

た。指にはめられた結婚指輪で彼 らは

夫婦だとわかり，握 りあった手は互い

の愛情のほどを示 していた。

「さて，お尋ねの質問ですが，」と

私は切 り出した。 「あなたがたは土地

の教会で結婚されたのですね。」

「はい，ほんの3ヵ 月前です。」彼女

は答えた。

「牧師さんの司式のとき，同時に離
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婚 も宣告されたのを御存知でしたか。」

「どういうことでしょう。」彼女はす

ぐに聞き返 してきた。

「あなたは命が永遠だと信 じておい

でですね。」

「はい，もちろんです」 と，彼女は

答えた。

私は続けて言った。 「永遠の愛なし

に永遠の命が考え られますか。おふた

りとも，お互いに別れ別れになった永

遠の幸福を想像できますか。」

すると即座に 「いいえ」 という答え

が返 ってきた。

「牧師の方はあなたがたの結婚式で

何 とおっしゃったで しょうか。はっき

りと覚えていませんが， こういうこと

を言われたはずです。r病 めるとき，

健康のときに，富めるとき，貧 しいと

きに，良いとき，悪いときに，命のあ

らん限り』と。牧師さんは自分の権能

の範囲で司式しました。死がふたりを

わかつまでです。もしあなたがたが質

問したら，牧師 さんは死んでしまえば

結婚 も家族も存在 しないとはっきり言

われたことでしょう。」

「しかし，私たちの御父は子供たち

を愛 して，子供に一番良いようにとお

望みですか ら，人間関係のうちで最 も

神聖で崇高なこの家族関係を，ある情

況のもとで続 くようにはか らって下さ

いました。

救い主と使徒たちの感動的な言葉の

やりとりの中で，ペテロがrあ なたこ

そ，生ける神の子キ リス トです』と言

うと，主は 『バル ヨナ ・シモソ，あな

たはさいわいである。あなたにこの事

をあらわしたのは，血肉ではなく，天

にいますわたしの父である』と答え ら
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れましたが，主はそれからペテロや弟

子たちに向か って， こうおっしゃって

います。rわ たしは，あなたに天国の

かぎを授けよう。そして，あなたが地

上でつな ぐことは，天で もつながれ，

あなたが地上で解 くことは天で も解か

れるであろう』

主がそのすば らしい権威をお与えに

なったとき，使徒たちは生死を越えて

永遠に及ぶ力を持つ神聖な神権の鍵を

私はあのとき英国で，新婚夫婦にこ

のような証を した。愛する若い友人た

ち，これはきょうあなたがたに告げる

証であり，世のすべての人に告げる証

である。子供たちを愛する天の御父は，

今 も永遠にも幸福をもたらすものを子

供たちのために願 ってお られる。人間

関係のうちで最 も深い夫婦と親子の関

係以外に，まさる幸せはどこにも見い

だせない。

受けたのです。これと同 じ権能が，昔

権能を持っていたペテ ロ，ヤコブ， ヨ

ハネといった使徒たちによって，現在

地上に回復されて存在 しています。」そ

う話 してから，今度の日曜日に神殿が

奉献 されたあと，この宮居で結婚 しに

やって くる人たちのために，それと同

じ聖 なる神権の 鍵が 使われると言 っ

た。その人たちは死によってもわかた

れず時がたっても滅びない絆で結ばれ

るのである。

ワシン トン神殿

数 日前，私はある大病の母親の臨終

の枕辺に呼ばれた。ほどなく彼女は，

夫 と4人 の子供を残 して亡 くなった。

下の子は6歳 の男児だった。痛ましく，

つらい，深い悲 しみがその場をおおっ

た。しかし彼 らの涙の奥底か ら，美 し

い確かな信仰が輝 き出ていた。今悲 し

い別離があると同じに，いつか必ずう

れ しい再会があるという信仰が。彼 ら

の結婚は聖なる神権のもと，主の宮居

で今 も永世にも結び固められて出発し
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ロントン神殿

ニ ュー シ ー ラ ン ド神 殿

たからである。

女性を真心から愛する男性，男性を

真心から愛する女性であるならは，だ

れでも自分たちの間か永遠に続 くこと

を望み，夢みるものである。しかし結婚

は権能によって結はれる契約である。

もしそれが国の権能であれは，効力は

死によって終りとなる。 しかし国の権

能に，死を乗 り越えた御方から恵みの

力が加えられて，夫婦か もしも約束に

ふさわ しく生活するならは，その間柄

は死後も続 く。

私かはるかに若 く，血気盛んな頃，

こんな歌に合わせてタソスを踊 ったも

のである。

愛はバラのようなものなの?

咲いて育って

そして枯れて

夏か過 ぎると死んでしまう。

これはただの歌である。しかしこの

質問は愛 し合い，時を越えて永遠の将

来を見つめた恋人たちか，幾世紀にも

わたって抱いてきた疑問である。

その疑問に，私たちはいいえと答え

る。そして，啓示 された主の計画のも

とでは，愛と結婚は夏が過ぎれは枯れ

てしまうバラのようではないことを，

再度断言する。愛 と結婚は，天の神が

永遠であられるように，確かに永遠で

ある。

しかし，何よりも尊いその賜は，自制

や徳や神の戒めに対する従順 といった

代価を払 ってのみ得 られるのてある。

それはむすかしいか もしれないが，真

理を理解すれはそれだけの動機が生ま

れて，可能となる。

あるときブリカム ・ヤソクはこのよ

うに述べた。「我々の社会に，物事の本
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来 あるべ き姿を理解 した な ら ば，正

しく結婚す るため にはた とえ ここか ら

英国 まで旅をせ よと言われて もそれ を

いと う青年 はいない。また福音 を愛 し，，

福音 の祝福を望みなが ら，別 の方法で

結婚す るような女性 は，我 々の社会 に

はいない。」(DおCO〃7SθSOゾ β万91短吻

γ0〃ηg「 ブ リガム ・ヤソグ説 教集」

〔英文〕P.195)

大 勢 の人が，神殿結婚 の祝福 を受 け

に長 い旅行 を して いる。ハ ワイ神殿へ

の長旅 のために，食 を抜 くまで した 日

本 の末 日聖徒 たちを知 ってい る。 ロソ

ドソでは，南 アフ リカか ら英 国のサー

リにある神殿 まで，身 のまわ りの物 を

何 も持 たず に1万 キ ロの空 の旅 を して

きた人 々に出合 った。彼 らの 目には輝

きが あり，顔 には笑 みが あ り， 口か ら

は，その旅には，失 ったすべての もの

にまさる価 値があ るとい う証が聞かれ

た。

また ニュージー ラソ ドで は，オ ース

トラ リアの西岸 か ら来 たとい う男性 の

証 を聞い たことが ある。彼 は民事結婚

を したあとで妻子 と共 に教会 に入 り，

あの広大 な大陸を渡 りタス マソ海 を越

えてニ ュージーラン ドのオ'一クラソ ド

に着 き，美 しい ワイカタ渓谷 の神殿 に

詣でた とい う。彼が このよ うな ことを

言 ったのを覚 えている。 「とて も神殿

に来 る余裕 はあ りませんで した。我家

の財産 といえば古 い車 と家具 と食器だ

けで，わた しは家族 にr神 殿 に行 けそ

うにない』 と言 ったんです。で もそれ

か ら，かわいい妻や子供の顔を見つめ

て，言い ました。r神 殿 に行か ないわ

けにはいか ない。主が父 さん に力を与

えて下 さるな ら， うん と働いて また車
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や 家 具や食器 は買 える。も し愛 する君

たちを手放 した ら，永遠 にみ じめだ も

ん な』 と。」

私 たちのいかに多 くが先 を見 ない こ

とか， あす の ことを考 えずにき ょうだ

け曇見が ちな ことか。 しか しあす とい

う日は確実 に来 る。死 も別離 も確実 に

来 る。正 し く結 婚 し，正 しい生活 を し

たな らば，家族 の絆 は，必 ずや って く

る死 や過 ぎて行 く時を越えて続 くので

あ る。その ことを知れば，平安がいか

に心を慰 め ることか，またその確信は

いかに うるわ しい ことか。人 々は愛の

歌 を書 き，歌 う。望み， あこがれ，夢

み る。 しか し，時 と死の力を越えた権

能 で結び固め られなければ，それ は皆

ロマ ンチ ックな あこがれ に過 ぎない。

何年 も前，ジ ョセ フ ・F・ ス ミス大

管長は壇上か ら語 った。 「主の家 は秩

序の家で あって混乱の家では ない。 ・

これ はさ らに神の律法 と神の家の秩序

に従わず に，今 も永世 に も結 び合 わさ

れ ることは決 して ない とい う意味で あ

る。人 々はそれを望み， この世 におい

て はそれ に到達す るか も知 れない。 し

か し，神 の権能 と御父，御子，聖霊 の

み名 によ り執行 され， 認め られない限

り， その結 び付 きは何 の効力 も有 さな

い。」(「 福 音の教義」第2巻P.3)

ま とめ と して，ひ とつの話 を しよ う。

実 話ではないが，中身 は事実で ある。

満月 が輝 き，バ ラは花開 き，ふ た りの

間 に聖な る愛が熟 したと しよう。 ジ ョ

ニーはメ リーに言 った。 「メ リー， ぼ

くは君を愛 してい る。 ぼ くめ妻 に， ぼ

くの子供 たちの母親 になって ほ しい。

で も永遠 にはいや だ。ある期間だけで，

あとはさよな らだ。」す るとメ リーは月

の光に涙を浮かべて言 った。rジ ョニ

ー，あなたはすてきだわ。世界にたっ

たびとりしかいない人よ。あなたを愛

しています。夫に，わたしの子供たち

の父親になっで下 さい。で もほんの し

ばらくだけ。それでさよならよ。」

おかしな話ではないだろうか。 しか

し， 「新 しくかつ永遠の誓約」によっ

て永遠に結ばれる機会があるのに，死

によって終わる結婚をする人たちは，

この青年男女のプロポーズの言葉と実

際は同じことを言っているのではない

だろうか。

生命は永遠である。天の神は，永遠

の愛と永遠の家族関係を実現された。

愛する若い友人たち，神はあなたが

たを祝福 して下さる。あなたがたが結

婚を待ち望むとき，この世の全生涯の

実り豊かな家族関係ばかりか，神の約

束のもとで愛と貴重な交わりを確め合

う，より良い状態を望むことができる

ように。

私は，この権能の源である主イエス

・キ リス トの実在を証する。キ リス ト

の力，キ リス トの神権が私たちの間に

存在 し，聖なる宮居で行使されている

ことを証する。主が授けられたものを

あなどってはならない。それにふさわ

しく生活し，それにあずか り，その聖

なる神権の聖めの力で，あなたがたの

間を結び固めなさい。この祝福を，私

はあなたがたのためにへ りくだ り祈る

ものである。これ らの証と，真理であ

ることの証言を主イエス ・キ リス トの

み名により申し上げる。アーメソ。

'
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召 し に 応 え て

十二使徒評議員会補助

ニ ー ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル

兄弟姉妹の皆さん，私はこの席で説

教 し教義を説 くのではな く私の持つ証

と感謝の気持を申し述べたいと思 う。

まず最初に，私はキンボール大管長

を通 して与え られた主の召 しに感謝 し

たい。

また，皆さんが私のこれまでの行動

を弁護 したり，あるいは正当化 したり

することではな くして，私の現在ある

がままを受け入れ，今後に託 して私を

支持 して下 さったことに感謝の意を表

したいと思う。

私はまた，共に福音と教会が真実で

あることを教え示 して くれた謙遜な両

親と，すばらしい妻コリ・一ソに感謝 し

ている。彼女はどのようなことにで も

適応できる人物で，私たちの家庭を天

国のようにして くれている。

ドイッで伝道中の息子と3人 の娘た

ち，そ して娘婿にも感謝 したい。私は

彼 らの父親としてこの務めを立派に果

たせるようにと心か ら願っている。子

供たちが双手をあげて私を支持 して く

れたことは，これか ら続 く私の日々に

おいて2倍 の価値 となって返 って くる

に違い ない。

また，力強 い予言者 と して の模範を

示 して お られ るだ けで な く，キ ソボー

ル姉妹 と共 に絶えず 「清 く汚 れのない

信心」(ヤ コブ1：27)を 実 践 してお

られ るキ ソボ・一ル大管長 の姿 に，深 く

心を動か され る思 いがす る。大管長 は

実 に謙遜で慎み深 く，控 え目で飾 り気

のない，偉大な お方で ある。彼 は， た

だ盲従す るので はな く自分 自身 の生活

の中か ら確信を見いだす よ うに望んで

お られ る。

私 は，ハ ロル ド・B・ リ・一大管長の

思 いや りあ る指導に も感謝 してい る。

また，タナー， ロムニーのふた りの

副管長 とべ ソ ソソ会 長，な らび に私が

仕 えよ うとしている十二使徒 の兄 弟た

ちに感謝 の気持 を述 べたい と思 う。彼

らの人生 をかいま見 るにつけ，一人一

人が主 の目的 の下 にその職 にふさわ し

くなるよ う備 え られてきた ことがわか

る。 なぜ な ら神 は万事 を承知 してお ら

れるか らで ある。

次 に私 は，不 平 も言 わず家族を残 し，

私 たちに教 えを施す ために熱心 に旅 を

続 ける教会幹部 の皆 さんに感謝 したい

と思 う。 この事実 は， リチ ャー ド ・：L

・エ バソズ長老が語 った名言 ともウイ

ッ トとも言 える言葉 の中に， よ く表 わ

れて いる。 「あなたは飛行場 に行 く途

中で ホームシ ックにかかった ことが あ

りますか 。」

また， ユタ州 の トレモソ トソ， オグ

デソ， な らびにネバタ州の レノで私 を

助けて下 さった教会員の方 々，そして

親切な十二使徒会地区代表 の 兄 弟 た

ち，特に主が他の国々で立てられた地

区代表の兄弟たちに，心からのお礼を

申し上げたい。

また，世界の50力国で教会教育制度に

献身的に携わっておられる30万にのぼ

る同僚や学生たちにも感謝 している。

賄いの中に，自分が これまで犯 して

きた数え切れないほどの罪が含まれて

いるということを考えると，イエス ・

キ リス トへの感謝の気持は尽きること

を知 らない。またイエスが与えて下 さ

った証 に感謝する。私は35力国で喜び

をもって証を述べることができた。人

は，イエス ・キ リス トの福音というレ

ソズを通 して人生と人々を見るとき，

はじめて永遠を見ることができるので

ある。

私は，従順の度合に応じて祝福を与

えて下 さる天父に心から感謝 してい

る。しか し，私の従順の度合 と天父の

祝福を比較 してみると，神はなんと寛

大なお方であろうか?

私は， 日の光栄の標準は奉仕によっ

て測 られるのであって，地位や身分で

決まるのではない，すなわち，それは

私たちがどれだけ多 くタレソ トを用い

るかによって測 られるのであって，タ

レソ トの数によって左右され るもので

はない，ということを知っている。ま

た教会員であるということは私たちに

何もしな くてよいというような安心感

を約束するものではな く，常に積極的

に働 く機会を与えるものである。

最：後に，私はある賢人の書いた次の

言葉が真実であることを証 したいと思

う。 「もしあなたが何をおいてもまず

第一番に神の王国を選ばなかったなら

ば，最後にあなたの所にやって くるの

はあなたが最初に選びとったものと何

の変わりもないであろう。」神が，その

王国を選んだ私たちすべてを祝福 し，

さらに私たちが王国を発展させること

ができるように。イエス ・キ リス トの

み名により祈る次第である。アーメソ

1974年4月7日 日曜日午後の説教
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塩 兄 弟 姉 妹

私の妻は台湾で生れ,育 ち,其 処で私 と結婚 しました。台湾は物

資の豊富な所でしたから彼の地に於ける生活は何の不自由もな く過

し,終 戦当時の状況 も日本の本土の様に極度の物資不足に見舞われ

るようなことはなかったのです。けれども敗戦は私たちの生活に大

きな変化をもたらしました。敗戦の結果,私 たち夫婦は当時11歳 の

長女を頭に4人 の子供と共に,僅 かな身廻 り品を携えて,昭 和21年

4月2日 仙台の私の生家に引き揚げてきました。

私達は帰国に当り物心両面共に乏 しくなっていた敗戦後の日本での

生活は相当に覚悟 して来たとはいえ聞きしに勝 る深刻さで,乏 しい

食糧状態が続き,帰 国以来の妻の生活は家族8人 の主食の調達に追

われ東奔西走の毎 日でした。しか も子供の成長は早 く大勢の家族の

食欲を満たすには私一人の薄給ではおぼつかな く,止 むを得ず衣類

とお米を交換する筍生活を余儀な くされました。こんな生計 も底を

つ くようになった頃,父 は腸捻転で苦しみ出しましたので岩本外科

病院に入院させました。ほんとうに弱り目に崇り目の出来事でした。

けれどもこの様な不幸が,我 が家に福音がもた らされる糸口になろ

うとは誰が予知できましたでしょうか。父は元々非常に頑健で病気'

一つしたこともなかったので
,手 術後意外に早 く全快 して退院しま

した。父の入院中岩本病院では駅の近 くに別に立派な病 院を新築中

でしたが父が退院 した翌年の春にそれが完成し,同 時に多くの人手

をふやすこととなり,妻 に庶務の仕事を手伝 って貴えまいかという

依頼がありました。まだ就学前の子供がふたりおりましたが苦しい

家計の足 しにしようと昭和26年5月 か らその病院で働 くことになり

ました。勤めて間 もない夏の或る日のこと,高 校生の姉妹がふたり

狂人に小指を噛みつかれたという,14歳 の戦災孤児を連れて来まし

た。見れば左手は血みどろです。｢ど うぞこの児のけがを治療して

やって下さい。治療費はあとで宣教師が払いに来ますから｣と 言 っ

てその児を置いて帰 りました。取りあえず治療をしてやったのです

が,そ の児はその後4日 程通って来ましたが,ま だ治 り切らないうち

に来なくなってしまいました。それか ら2週 間ほど過ぎた後,ふ た

りの若い外人が来て,｢先 日治療をお願いした児の治療費を支払い

ますか らどうぞ受取りを書いて下さい。宛名はマツジツセイ トイエ

ス･キ リス ト教会です。私は宣教師です。マツジツのマツは末の日の

末で,セ イ トのセイは聖人の聖です。 トと言 うのは学校の生徒の徒

です｣と まことに流暢な 日本語で話したので,妻 はまずその流暢さ

に驚きましたが,上 手に漢字まで書いたので,す っかり感心 してし

まい,ま たこの外人達と戦災孤児と一体どの様な関係があるか不思

議に思われたので,そ のわけを尋ねますと,街頭伝道で話 している最

中に,そ の孤児が傍にいた狂人をからかったので,狂 人が怒 り,い

きなりその児の指に噛うついたとのことでした。｢伝 道中に集まっ

て話を聞いて くれていた人だか ら私たちがその責任をとります｣と

いう立派な態度に妻はすっかり感動して,そ れか ら色々質問してい

る中に今まであった何れの教会にも属さない神様の真の教会である

ということを耳にしたのでした。妻は精神的にも肉体的にも非常に

疲れていて,何 かの安 らぎを求めていた時で もあったので,こ の教

会の神様の教えを聞いて見た くなって家庭集会を約束 したのがこの

教会に導かれるきっかけでありました。

か くして毎週3度 ずつ家庭集会を受けた後,確 かな証を得て昭和

26年12月25日 のク リスマスの朝にパプテスマを受けたの で あ りま

す。妻はその後,ま ず身近かな者か ら福音に導こうと決心 し,当 時

高校2年 生の長女順子 と中学3年 生の次男英雄のふたりを教会に誘

い,こ のふたりは翌昭和27年 相前後してバプテスマを受けました。

けれども妻は決 してこれのみに満足せず,家 族全員の改宗を心から

願っていたのでした。

さて,私 は幼少の頃から熱心な天理教信者であった母に育てられ

たので,私 の人生観の中には多分に天理教的な考えがありました。

しか し昭和11年8月,や がて4歳 の誕生 日を迎えようとしていた長

男を急病で亡 くした時には悲 しさに堪えられず,何 とかして心の慰

めを得ようといろいろな宗教をか じりましたが,こ れと言って私の

心の痛手をいやして くれる物を見出す ことはできませんでした。

妻は長女 と次男を教会に導いた後,今 度は私に福音を聞かせよう

と或 日宣教師のノー トソ長老とその同僚の池上長老を家に連れて来
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うことを人に押 しつけようとする気持があったが,こ れは悪かった｣･

と。彼はそれは何の意味か全然わか らず,そ の時次男が入院中であ

ったし,祖 母に早 く帰宅 してほしいと言っていたことを彼女が聞い

たので,急 に我が家に帰りたくなったのではないでしょうか?と

妻に話を持ちかけて来ました。妻 と私 とは母の気持をす ぐ理解でき

ました。その思いは当っていました。母は私を呼んで申しました。

｢隆義,お 前の言うヤソ教が正しいと思うならば,ど うか飽きるこ

とな く最後までや り通 しなさい｣と 。母は異宗教を信 じる私たちを

嫌って娘宅へ行き,残 りの人生を預けた積りで したが,逆 に神様は

妻の涙を読まれて母に何かの方法で導きをお与え下さったのだと信

じます。妻は神の愛と力を信 じて少 しも疑わず,毎 日を,何 年 も祈

り続け,一 心に繕 り,彼 女なりの努力を惜 しまなかったのです。そ

の喜びは如何ばかりであったでしょう。私 も,心 の底か ら晴々とし

ました。

その後間もな く母は3年 振 りで我が家へ戻って来て くれました。

それか ら亡 くなるまでの8ヵ 月聞,母 は芯か ら私たちと打ちとけて

妻に対 してはすべてを安心して任せて くれ,何 を してあげてもほん

とに嬉 しそうに心から感謝 して くれました。

この様に我が家の改宗は妻に始まりましたが,こ の妻の改宗の蔭

には次女の大きな助けがあったことを忘れることはできません5彼

女は妻に代って体の弱かった母 と頑固な父を,日 曜 日やその他の日

に一切引き受けて,快 く教会に出して くれました。けれども彼女は

改宗 しないまま縁付いて しまいました。それ故に次女一家の改宗は

妻のみならず私たち家族一同の念願です。私たちがもっともっと立

派なモルモソとなるならば,き っと次女一家の改宗の喜びの日を迎

えることができるものと信じております。

過 ぎ去 ってみると,そ の当時は苦労と思い耐えて来たことも,実

は神様の大きな御恵みであったこと,我 が家の昇栄のために必要な

神の祝福であったことを心か ら信 じ確かな証としてここにはっきり

と申し上げることができます。

神のみ手に導 かれて

松 本

(国立支部)

潔
■

この証をイエスキ･リス トのみ名によっていました。アーメソ』

多 くの人 々がそうであったように,私 もまた神のみ手に導かれて

この真の教会にいざなわれて来た者であることを証いた します。そ

れは今か ら8年 前,私 の41歳 の誕生 日をすぎた夏の午後のことで し

た。

会社の仕事で道を急いでいた私の前に突然ふたりの若い外人が現

われ｢ち ょっとお話をしてもよろしいでしょうか7｣と 呼び止めら

れました。私は急いでいたのでその時は話しをすることができず,

後 日私の事務所においで下さいと名刺を渡して別れました。何か心

を引かれるものを感じ,別 かれてか らも,彼 らの名前 も,何 者なの

か も聞かずに来たことが気がか りになっていました。それか ら1週

間後に,私 の事務所に彼 らが訪れて来たとき,私 は何か失 った物を

見つけ出したときのような喜びを感 じました。私の渡 した1枚 の名

刺が私を神のもとに導びいて くれるきっかけになったことに何か不

思議な力を感じております。

当時私は長年勤めた職場を変わり関係会社に出向を命ぜ られ新 ら

しい環境になれるために努力している時でした。社会は混沌として

景気は悪 く,決 して｣1頂調 ではありませんで した。私 も今までの人生

をふ り返り,余 りにも無価値なことに力を注ぎこんできた自分を反

省し,人 生にとって本当に価値あることとは,一 体 どんなことなの

かと青い鳥を探し求あていたときでした。子供の頃か ら母は熱心な

天理教の信者であり,私 も物心ついた頃か ら母に連れられて教会に

参 り,家 でもいつもお祈 りをさせられて育てられましたので,宗 教

心は心の奥深 くあったようです。災難にあうといつも大難は小難,

小難は無難に過ごさせ給えと念ずるような心があり,キ リス ト教や

仏教にも関心を持って聖書や仏典に親 しんだこともありました。そ

してち ょうど.その頃には生活環境 も変わ り時間的なゆとりもできま

したので,日 本の古い神道(か んなが らのみち)を 学んでいる最中

でした。

諸々の宗教が現世利益を中心に人の救いを説いている中で,た だ

ひとつ古い日本の神の道は祭政一致,祖 先を崇拝し,親 神様のもと

に立ち帰ることを唯一の目的として教え,人 が何のためにこの世に

生まれて来たのか,ま たこの世で清い生活をして,神 々のもとに立

ち帰 ることのできるよう親が子に神の道を教えてきたと言う古い日

本の宗教にとても心をひかれていました。神社を中心に氏子が祖先

を祭 り地域社会が族長によって治められる族長政治の形態は,現 在

では形ばかりでその実がありませんが,そ の精神は日本人の心の奥

底に目に見えぬ血統によって植えつけられ,何 か大きな国難が来る

とどこか らともな く目覚めて くる復古精神によって保存されてきま

した。古事記,日 本書紀によって知 ることのできる古い 日本の歴史

と,そ れ以前の神代の伝承は私の心を強 くとらえて離 しませんで し

た。

しかし,現 代では天の下に清い人がいな くなったので神代の伝承

は理解されないが,身 心を清 くして汚れのない生活をしておれば,

必ず天か ら神々の使いが来て)人 の世のこと,神 の世界のことにつ
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